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一

宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
注
釈―

「
早
春
霞
」
題―

位
藤　

邦
生
・
藤
川　

功
和

　
　
　
は
じ
め
に

　
『
院
御
歌
合
』（『
百
三
十
番
歌
合
』、『
後
嵯
峨
院
歌
合
』、『
宝
治
歌
合
』
等

と
も
、
本
稿
で
は
「
新
編
国
歌
大
観
」
に
拠
る
）
は
、
後
嵯
峨
院
政
初
期
の
宝

治
元
年
（
一
二
四
七
）
に
各
歌
人
が
出
詠
、
加
判
を
経
て
成
立
し
た
、
出
詠
歌

人
二
十
六
人
に
よ
る
十
題
、
百
三
十
番
、
総
歌
数
二
百
六
十
首
に
及
ぶ
歌
合
で

あ
る
。
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
八
月
に
八
十
歳
で
没
し
た
父
藤
原
定
家
の
跡

を
継
い
で
、歌
壇
の
指
導
者
と
し
て
歩
み
出
し
た
為
家
が
判
者
を
勤
め
て
お
り
、

為
家
単
独
撰
で
あ
る
『
続
後
撰
和
歌
集
』
成
立
前
夜
の
彼
の
和
歌
観
や
、
後
嵯

峨
院
歌
壇
初
期
の
内
実
を
伺
う
上
か
ら
も
、
当
該
歌
合
の
持
つ
意
味
は
少
な
く

な
い
。
当
該
歌
合
に
関
し
て
は
、
諸
本
の
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
他
、
主
に
歌

壇
史
や
後
嵯
峨
院
歌
壇
研
究
の
一
環
と
し
て
先
行
研
究
が
み
え
る
が
、一
方
で
、

当
該
歌
合
の
注
釈
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

位
藤
邦
生
を
代
表
と
す
る
広
島
大
学
中
世
文
芸
研
究
会
は
、
平
成
十
六
年
四

月
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
に
か
け
て
ほ
ぼ
週
一
回
の
ペ
ー
ス
で
当
該
歌
合
の
輪

読
を
試
み
た
。
本
稿
は
、
そ
の
輪
読
の
成
果
を
も
と
に
、
位
藤
邦
生
・
藤
川
功

和
が
、
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
結
果
を
公
に
し
、
大
方
の
批
正
を
仰
ぐ
も
の
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、「
早
春
霞
」題
の
十
三
番
二
十
六
首
の
注
釈
を
示
す
。
な
お
、

研
究
会
の
輪
読
に
お
け
る
担
当
者
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　

一
番

－

相
原
宏
美
（
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）、
二
番

－

大
園

岳
雄
（
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生
）、
三
番

－

新
居
和
美
（
大
学
院
文
学
研

究
科
博
士
課
程
後
期
）、
四
番

－

金
岡
文
緒
（
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

前
期
）、
五
番

－

位
藤
邦
生
・
藤
川
功
和
、
六
番

－

吉
川
洋
子
（
文
学
部
二
年

生
）、
七
番

－

藤
川
、
八
番

－

金
岡
、
九
番

－

吉
川
、
十
番

－

金
岡
、
十
一
番

－

位
藤
・
藤
川
、
十
二
番

－

新
居
、
十
三
番

－

相
原 

（
所
属
は
輪
読
時
点
）

　
　
　
　
　
　
　
凡　
　
例

一
、 

底
本
は
、
群
書
類
従
本
（
巻
第
二
百
所
収
）
を
用
い
た
。
校
合
し
た
諸
本

と
略
号
は
、
以
下
の
通
り
。

　
 （

書
）－

書
陵
部
蔵
本
（『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
）、（
聚
）－

書
陵
部
蔵
歌
合

類
聚
本（『
大
日
本
史
料
』第
五
篇
二
十
四
所
収
）、（
永
）－

永
青
文
庫
本（『
細

川
家
永
青
文
庫
叢
刊
』
第
八
巻
所
収
）、（
内
）－

内
閣
文
庫
「
百
三
十
番
歌

合
（
外
題
）」
本
、（
支
）－

九
州
大
学
支
子
文
庫
本

一
、 

本
文
冒
頭
に
あ
る
内
題
、
題
目
録
、
作
者
目
録
の
注
釈
は
こ
れ
を
略
し
た
。
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二

一
、 

番
全
体
の
本
文
と
【
校
異
】
を
示
し
た
後
、【
他
書
所
伝
】、【
本
歌
】（
適

宜
【
参
考
歌
】
を
併
記
）、【
語
釈
】【
通
釈
】
を
掲
げ
た
。

一
、【
語
釈
】
の
内
重
複
す
る
語
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
上
略
し
た
。

一
、
表
記
や
送
り
仮
名
の
異
同
は
こ
れ
を
略
し
た
。

一
、
見
せ
け
ち
や
補
入
符
号
の
あ
る
箇
所
は
、
訂
正
後
の
本
文
を
採
用
し
た
。

一
、
□
は
読
み
取
り
得
て
い
な
い
箇
所
を
示
す
。

一
、
翻
字
本
文
に
は
適
宜
読
点
を
施
し
、
字
体
は
現
行
の
活
字
体
に
改
め
た
。

一
、 

本
文
中
、
異
同
の
存
す
る
箇
所
は
、
傍
線
及
び
イ
、
ロ
の
如
く
付
し
、
語

釈
を
施
し
た
箇
所
は
、
本
文
右
傍
に
①
、
②
の
如
く
番
号
を
付
し
た
。

一
、
当
該
歌
合
以
外
の
和
歌
の
引
用
は
、全
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。

一
、
引
用
文
中
、
適
宜
、
傍
線
、
振
り
仮
名
等
を
付
し
た
。

一
、
主
な
参
考
文
献
は
、
巻
末
に
一
括
し
て
示
し
た
。

〈
一
番
〉

　
　

う
へ
に
、
猶
氷
れ
る
程
な
ら
は
、
霞
幾
重
とト

は
⑧事

た
か
ひ
てチ

　
　

侍
ら
ん
、
い
か
さ
ま
にリ

も
、
以
左
為
勝
、

一
番　
①早

春
霞

　

左イ
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　

②女
房

いロ

つ
く
よ
り
春
はハ

き
ぬ
ら
ん
③天

の
戸
の
明
る
をニ

ま
た
す
た
つ
霞
哉

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④承
明
門
院
小
宰
相

春
き
て
も
猶
氷
し
く
⑤衣

川
霞
も
い
く
重
立
わ
た
る
ら
ん

　
　

左ホ

歌
⑥

首
尾
相
叶
て
、
心
詞
⑦花

麗
の
姿
に
こ
そ
侍
る
め
れ
、

　
　

右ヘ

歌
衣
川
氷
し
く
は
か
り
に
て
、
か
け
て
も
用
な
く
見
え
侍
る

【
校
異
】

イ　
勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　
ナ
シ

－

続
古
今
、
春
上
、　

ハ　
は

－

の
（
支
）

ニ　
を

－

も
（
永
）　

ホ　
左

－

左
の
（
書
）　

ヘ　
右

－

右
の
（
書
）（
永
）

ト　
と
は

－

と
ま
で
は
（
書
）（
永
）、
と
て
は
（
聚
）（
内
）（
支
）　

チ　
て

－

て
や
（
書
）（
永
）　

リ　
に
も

－

に
て
も
（
永
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉

『
続
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・
六

　
　

宝
治
二
年
歌
合
に
、
早
春
霞
を 

太
上
天
皇

い
づ
く
よ
り
は
る
は
き
ぬ
ら
ん
あ
ま
の
と
の
あ
く
る
も
ま
た
ず
た
つ
か
す
み
か

な『
題
林
愚
抄
』
第
一
・
春
部
一
・
八
五

　
（
早
春
霞
）

　
　

続
古 

太
上
天
皇

い
づ
こ
よ
り
春
は
き
ぬ
ら
ん
あ
ま
の
戸
の
あ
く
る
も
ま
た
ず
立
つ
霞
か
な

〈
右
歌
〉　

ナ
シ

【
参
考
歌
】

〈
左
歌
〉

『
隣
女
集
』
巻
第
二
・
立
春
・
一
八
八



宝治元年『院御歌合』注釈 ―「早春霞」題―（位藤・藤川） 16広島大学大学院文学研究科論集　第65巻17

三

い
づ
く
よ
り
く
る
春
な
れ
ば
あ
ま
の
と
の
あ
く
る
も
ま
た
ず
か
す
み
そ
む
ら
ん

【
語
釈
】

①
早
春
霞

－「
早
春
霞
」
題
の
先
行
例
と
し
て
は
、
慈
鎮
・
定
家
・
家
隆
・
隆

祐
ら
が
参
加
し
た
元
仁
（『
隆
祐
集
』
の
「
永
仁
」
は
誤
り
）
二
年
（
一
二
二
五
）

三
月
、
九
条
大
納
言
（
基
家
）
家
三
十
首
御
会
が
み
え
、「
早
春
霞　

は
る
の

き
る
霞
の
衣
た
ち
そ
め
て
ま
ち
し
も
し
る
し
み
わ
の
山
本
」（『
拾
玉
集
』第
四
・

詠
三
十
首
和
歌
・
四
六
二
一
）、「
早
春
霞　

た
ち
そ
め
て
け
ふ
や
い
く
か
の
朝

ま
だ
き
霞
も
な
れ
ぬ
春
の
さ
衣
」（『
拾
遺
愚
草
』
中
・
二
〇
五
八
）
等
が
確
認

で
き
る
。

②
女
房

－

後
嵯
峨
院
を
指
す
。
歌
合
に
お
い
て
、
御
製
を
「
女
房
」
と
記
す
先

例
は
、正
治
二
年
九
月
『
院
当
座
歌
合
』、正
治
二
年
十
月
『
院
当
座
歌
合
』、『
仙

洞
十
人
歌
合
』、『
老
若
五
十
首
歌
合
』
等
に
確
認
で
き
る
。『
安
斎
随
筆
』「
歌

合
称
二

女
房
一

禁
中
御
歌
合
」
が
、「
主
上
の
御
歌
を
ば
作
者
を
女
房
と
し
る
す
。

（
中
略
）
判
者
判
断
し
て
勝
負
を
分
く
る
に
は
ば
か
り
あ
る
故
、
女
房
の
歌
に

し
て
は
ば
か
り
な
く
判
断
す
べ
き
が
た
め
な
り
」
と
記
す
如
く
、
本
来
は
勝
負

付
け
に
お
い
て
、
判
者
が
憚
り
な
く
歌
の
優
劣
を
判
定
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
が
、
後
嵯
峨
院
政
期
に
は
既
に
記
号
化
し
て
お
り
、
後
嵯
峨
院
や
宗
尊

親
王
の
「
女
房
」
に
負
が
付
さ
れ
る
例
は
み
え
な
い
。
後
嵯
峨
院
は
、
土
御
門

院
皇
子
で
、
母
は
源
通
子
。
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
四
条
天
皇
の
急
逝
に
伴

い
即
位
。
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
正
月
、
後
深
草
天
皇
に
譲
位
、
長
く
院
政

を
敷
い
た
。『
続
後
撰
和
歌
集
』、『
続
古
今
和
歌
集
』
と
、
勅
撰
集
を
二
度
撰

進
さ
せ
る
。
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
崩
御
。

③
天
の
戸

－
も
と
は
記
紀
に
み
え
る
高
天
原
の
入
り
口「
天
の
岩
戸
」に
同
じ
。

当
該
歌
で
は
、「
あ
ま
の
と
の
あ
く
る
け
し
き
も
し
づ
か
に
て
く
も
ゐ
よ
り
こ

そ
は
る
は
た
ち
け
れ
」（『
新
勅
撰
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・
二
・
藤
原
俊

成
）
と
同
様
、「
明
」
る
と
併
せ
て
用
い
ら
れ
、
夜
明
け
を
喩
え
る
。

④
承
明
門
院
小
宰
相

－

藤
原
家
隆
女
。
生
没
年
未
詳
。
土
御
門
院
生
母
承
明
門

院
在
子
に
仕
え
た
女
房
歌
人
。土
御
門
院
配
流
後
は
、後
嵯
峨
院
歌
壇
で
活
躍
。

⑤
衣
川

－

陸
奥
国
の
歌
枕
。「
夜
を
さ
む
み
い
は
ま
の
こ
ほ
り
む
す
び
あ
ひ
て

い
く
へ
と
も
な
き
こ
ろ
も
が
は
か
な
」（
永
久
三
年
『
内
大
臣
家
後
度
歌

合
』・
一
・
藤
原
忠
通
）
等
、厳
寒
の
情
景
を
詠
み
込
ん
だ
例
歌
が
散
見
す
る
。

ま
た
、
地
名
の
「
衣
」
か
ら
、「
た
も
と
よ
り
お
つ
る
涙
は
み
ち
の
く
の
衣
河

と
ぞ
い
ふ
べ
か
り
け
る
」（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
十
二
・
恋
二
・
七
六
二
・
よ

み
人
し
ら
ず
）
の
如
く
、
縁
語
で
結
ば
れ
る
例
が
み
え
る
。
当
該
歌
で
は
、「
う

ち
つ
け
に
春
の
か
す
み
を
見
わ
た
せ
ば
こ
ろ
も
が
は
に
ぞ
た
ち
わ
た
り
け
る
」

（『
千
穎
集
』・
二
）
と
同
様
、「
霞
」「
立
つ
」
と
、「
衣
」「
裁
つ
」
が
各
々
縁

語
で
結
ば
れ
て
い
る
。

⑥
首
尾
相
叶

－

上
の
句
と
下
の
句
と
が
無
理
な
く
結
び
つ
い
て
い
る
事
。「
左

歌
、
首
尾
相
叶
、
ふ
る
ま
ひ
も
あ
り
て
を
か
し
」（
天
徳
四
年
『
内
裏
歌
合
』

十
番
・
実
頼
判
）、「
左
首
尾
相
叶
ひ
て
こ
こ
ろ
詞
よ
ろ
し
く
こ
そ
侍
れ
」（『
別

雷
社
歌
合
』
十
一
番
・
俊
成
判
）
等
の
用
例
が
み
え
る
。

⑦
花
麗

－

花
や
か
な
麗
し
さ
を
い
う
。『
瑩
玉
集
』「
や
さ
し
く
花
な
る
歌
」「
天

の
戸
を
お
し
開
け
が
た
の
雲
間
よ
り
神
代
の
月
の
か
げ
ぞ
残
れ
る
」「
松
島
や

を
じ
ま
の
磯
に
あ
さ
り
せ
し
海
士
の
袖
こ
そ
か
く
は
ぬ
れ
し
か
」二
首
の
歌
評
、
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四

「
姿
詞
花
麗
を
先
と
し
て
、
遠
く
世
の
塵
を
は
な
れ
た
り
。
中
に
も
は
じ
め
の

歌
は
、
い
か
に
な
み
〳
〵
の
品
に
あ
ら
ず
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、「
や
さ
し
」

さ
や
端
正
清
純
な
美
し
さ
、
品
格
を
も
含
有
す
る
。

⑧
事
た
か
ひ
て

－『
千
五
百
番
歌
合
』「
雲
つ
づ
く
と
を
ち
の
さ
と
の
ゆ
ふ
が
す

み
た
え
ま
た
え
ま
に
か
へ
る
か
り
が
ね
」（
三
十
九
番
左
・
七
七
・
小
侍
従
）

に
対
す
る
忠
良
判
「
左
、
雲
つ
づ
く
と
お
き
て
又
た
え
ま
た
え
ま
と
侍
る
、
は

じ
め
を
は
り
こ
と
た
が
ひ
て
や
」
の
如
く
、
一
首
の
中
で
詠
み
込
ま
れ
た
言
葉

同
士
に
論
理
的
な
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
場
合
等
を
指
す
。

【
通
釈
】

一
番　

早
春
の
霞

　

左
歌　

勝 

女
房
（
後
嵯
峨
院
）

　

い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
春
は
や
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。（
天
の
岩
戸
が
開
く

か
の
よ
う
に
）
夜
が
明
け
る
の
を
待
た
ず
に
立
つ
霞
で
あ
る
よ
。

　

右
歌 
承
明
門
院
小
宰
相

　

春
が
来
て
も
ま
だ
（
ま
る
で
衣
を
敷
い
た
よ
う
に
）
一
面
に
氷
が
張
っ
て
い

る
衣
川
に
は
、
霞
も
幾
重
に
か
、
裁
ち
重
ね
た
衣
の
よ
う
に
立
ち
わ
た
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〔
判
詞
〕
左
歌
は
上
下
の
句
が
よ
く
合
っ
て
お
り
、
心
（
歌
の
内
容
）・
詞
（
表

現
）
と
も
品
格
の
あ
る
美
し
い
姿
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
右
歌
の
衣
川
は
氷

が
敷
き
つ
め
て
い
る
と
い
う
ば
か
り
で
、
詠
み
込
む
必
要
は
ま
っ
た
く
な
く
見

え
ま
す
上
に
、
ま
だ
氷
っ
て
い
る
状
態
な
ら
ば
、「
霞
幾
重
」
と
は
矛
盾
し
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。
ど
の
よ
う
に
見
ま
し
て
も
、
左
を
勝
と
す
る
。

〈
二
番
〉

二
番

　

左イ
持　

　
　
　
　
　
　
　
　

①太
政
大
臣

②皇
の
御
代
さ
か
ふロ

へ
き
春
な
れ
は
③霞

を
こ
め
て
立ハ

④

や
出
ま
し

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤俊
成
卿ニ

女

君
か
た
め
⑥猶

万
代
の
⑦春

の
色
に
⑧霞

そ
め
た
る
明
ほ
の
ゝ
空

　
　

左
の
御
代
栄
ふホ

へ
き
春
、
世
皆
可ヘ

希
事
に
侍
る
う
へ
に
、

　
　

下
句
、
そ
の
い
は
れ
聞
え
て
、
お
か
し
く
侍
る
に
や
、
右ト

君
か
た
め

　
　

猶チ

万
代
とリ

い
へ
る
、
又
捨
か
た
く
侍
れ
は
、
⑨両

方
の
祝ヌ

は
、

　
　

な
す
ら
へ
て
持ル

と
す
、

【
校
異
】

イ　
持

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　
ふ

－

ゆ
（
書
）（
永
）　

ハ　
立

－

春
（
支
）

ニ　
卿

－

ナ
シ
（
支
）　

ホ　
ふ

－

ゆ
（
書
）　

ヘ　
可
希
事

－

こ
ひ
ね
が
ふ
べ

き
こ
と
（
書
）（
聚
）（
永
）（
内
）（
支
）　

ト　
右

－

ナ
シ
（
書
）　

チ　
猶

－

を
（
支
）　

リ　
と

－

の
と
（
書
）（
永
）　

ヌ　
祝
は

－

祝
言
を
（
書
）、
祝祝
言
イは

（
聚
）、
祝
言
（
永
）　

ル　
持
と
す

－

為
持
（
書
）（
聚
）（
永
）（
内
）（
支
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
太
政
大
臣

－

現
任
な
ら
源
通
光
だ
が
、『
夫
木
和
歌
抄
』
収
載
当
該
歌
合
出

詠
歌
の
作
者
記
載
（「
常
盤
井
入
道
太
政
大
臣
」）
や
歌
の
内
容
か
ら
、
前
太
政
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五

大
臣
西
園
寺
実
氏
と
推
定
さ
れ
る
。
実
氏
は
、
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
に
西

園
寺
公
経
と
一
条
能
保
女
の
間
に
生
ま
れ
る
。
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
女
姞

子
が
後
嵯
峨
天
皇
に
入
内
、
翌
年
久
仁
親
王
（
後
深
草
天
皇
）
が
誕
生
。
当
該

歌
合
時
点
で
、
実
氏
は
今
上
帝
の
外
祖
父
。
院
評
定
衆
、
関
東
申
次
の
任
に
も

あ
り
、
後
嵯
峨
院
政
下
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
。
文
永
六
年

（
一
二
六
九
）
没
。

②
皇

－「
す
べ
ら
ぎ
」。「
す
め
ら
き
」「
す
め
ろ
き
」
等
と
も
。
天
皇
の
尊
称
。

多
く
枕
詞
的
に
用
い
ら
れ
、
当
該
歌
で
は
、「
御
代
」
に
か
か
る
。

③
霞
を
こ
め
て

－

他
動
詞
と
し
て
の
「
こ
む
」
は
、
一
義
的
に
は
、「
秋
の
月

ひ
と
へ
に
あ
か
ぬ
も
の
な
ら
ば
な
み
だ
を
こ
め
て
や
ど
し
て
ぞ
み
る
」（『
伊
勢

集
』・
三
〇
二
）
の
如
く
、「（
対
象
を
）
あ
る
物
の
中
へ
入
れ
る
」「
と
じ
込
め

る
」
と
い
う
意
で
用
い
ら
れ
、
当
該
歌
の
場
合
、（
霞
を
《
散
ら
す
こ
と
な
く

一
面
に
》
と
じ
込
め
て
）
と
い
う
意
に
な
る
。「
か
す
み
さ
へ
た
な
び
く
の
べ

の
ま
つ
な
れ
ば
そ
ら
に
ぞ
君
が
ち
よ
は
し
ら
る
る
」（『
後
拾
遺
和
歌
集
』第
七
・

賀
・
四
二
八
・
源
兼
澄
）
で
は
、子
の
日
に
小
松
を
引
く
男
女
の
姿
に
よ
せ
て
、

「
た
な
び
く
」
に
「
引
く
」
を
掛
け
、
霞
棚
引
く
空
に
ま
で
東
三
条
院
の
長
寿

が
約
束
さ
れ
た
と
詠
じ
る
。
ま
た
、
定
家
詠
「
春
の
色
を
い
く
万
代
か
み
な
せ

河
霞
の
ほ
ら
の
苔
の
み
ど
り
に
」（『
建
保
名
所
百
首
』
春
二
十
首
・
水
無
瀬

河
・
一
九
五
）
の
如
く
、
霞
は
、
仙
洞
御
所
を
連
想
さ
せ
る
表
現
で
も
あ
り
、

当
該
歌
の
「
霞
」
は
、
後
嵯
峨
院
政
の
恒
久
を
暗
示
す
る
祝
言
と
し
て
機
能
し

て
い
る
。

④
立
や
出
ま
し

－

春
が
立
ち
出
る
の
意
。「
立
」
は
「
霞
」
の
縁
語
で
も
あ
る
。

　

一
方
、「
郭
公
こ
ゑ
ま
つ
ほ
ど
は
か
た
を
か
の
も
り
の
し
づ
く
に
た
ち
や
ぬ

れ
ま
し
」（『
紫
式
部
集
』・
一
三
）、「
か
ぞ
へ
つ
る
こ
よ
ひ
の
月
は
く
も
る
と

も
ま
つ
と
し
き
か
ば
た
ち
や
い
で
ま
し
」（『
実
家
集
』・
三
二
六
）
等
の
如
く
、

「
や
〜
ま
し
」は
多
く「
〜
し
よ
う
か
」と
視
点
人
物
の
意
志
を
表
す
こ
と
か
ら
、

「
皇
の
御
代
」
を
言
祝
ぐ
実
氏
自
身
の
主
張
を
も
含
ん
で
い
る
と
解
せ
る
。「
老

の
波
か
ひ
あ
る
浦
に
立
ち
い
で
て
し
ほ
た
る
る
あ
ま
を
誰
か
と
が
め
む
」（『
源

氏
物
語
』
若
菜
上
・
明
石
の
尼
君
）、「
お
い
の
な
み
な
ほ
た
ち
い
づ
る
わ
か
の

う
ら
に
あ
は
れ
は
か
け
よ
す
み
よ
し
の
神
」（『
千
五
百
番
歌
合
』

千
四
百
九
十
三
番
左
・
二
九
八
六
・
讃
岐
）
等
、「
立
ち
出
づ
」
に
は
、「
表
だ
っ

た
場
へ
出
る
」
と
い
う
意
が
あ
り
、
今
上
帝
の
外
祖
父
や
院
の
評
定
衆
と
し
て

今
後
の
院
政
下
に
お
い
て
一
役
買
お
う
と
す
る
自
ら
の
意
思
を
叙
景
歌
の
裏
に

暗
に
主
張
す
る
か
。

⑤
俊
成
卿
女

－

藤
原
盛
頼
女
。
俊
成
孫
。
生
没
年
未
詳
。
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
歌

人
と
し
て
開
花
。
晩
年
は
播
磨
国
越
部
庄
に
住
し
た
。

⑥
猶
万
代
の
春

－

御
代
の
長
久
を
意
味
す
る
「
万
代
の
春
」
に
「
さ
ら
に
、
ま

す
ま
す
」
と
い
う
意
の
「
猶
」
を
加
え
誇
張
す
る
。「
う
ご
き
な
く
な
ほ
万
代

ぞ
た
の
む
べ
き
は
こ
や
の
山
の
み
ね
の
松
か
げ
」（『
千
載
和
歌
集
』
巻
第
十
・

賀
歌
・
六
二
五
・
式
子
内
親
王
）
が
そ
の
例
。

⑦
春
の
色

－

漢
語
「
春
色
」
を
源
泉
と
し
、
春
の
気
配
を
指
す
。
早
く
は
『
古

今
和
歌
集
』
に
「
春
の
色
の
い
た
り
い
た
ら
ぬ
さ
と
は
あ
ら
じ
さ
け
る
さ
か
ざ

る
花
の
見
ゆ
ら
む
」（
巻
第
二
・
春
歌
下
・
九
三
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
と
あ
る
。

⑧
霞
そ
め
た
る

－

霞
が
棚
引
き
始
め
る
意
。
左
歌
同
様
、
霞
が
立
つ
こ
と
に
祝
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六

意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

⑨
両
方
の
祝
は
、な
す
ら
へ
て
持
と
す

－『
八
雲
御
抄
』巻
第
一
・
正
義
部
に「
祝

歌
は
勝
也
」
と
み
え
、
祝
の
心
を
詠
み
込
ん
だ
歌
は
、
単
な
る
歌
の
優
劣
か
ら

離
れ
た
評
価
を
受
け
て
い
た
。

【
通
釈
】

二
番

　

左
歌　

持 

太
政
大
臣
（
西
園
寺
実
氏
）

　

天
皇
と
院
の
御
代
が
こ
れ
か
ら
弥
々
栄
え
る
で
あ
ろ
う
今
年
の
春
で
あ
る
の

で
、
霞
を
（
散
ら
す
こ
と
な
く
）
と
じ
込
め
て
、
春
が
そ
の
中
か
ら
立
ち
出
る

よ
う
に
、
私
も
補
佐
役
と
し
て
一
役
買
お
う
。

　

右
歌 

俊
成
卿
女

　

院
の
（
治
世
を
言
祝
ぐ
）
た
め
に
限
り
な
い
栄
え
を
湛
え
る
こ
の
春
の
様
子

に
（
さ
ら
に
祝
意
を
加
え
る
か
の
よ
う
に
）
霞
み
始
め
る
明
け
方
の
空
よ
。

〔
判
詞
〕
左
歌
の
「
御
代
栄
ふ
へ
き
春
」
は
、
世
の
人
々
皆
が
希
求
す
る
は
ず

の
事
で
あ
り
ま
す
上
に
、
下
の
句
は
、
そ
の
（
院
の
治
世
が
繁
栄
す
る
）
証
が

聞
こ
え
て
、
見
事
で
し
ょ
う
か
。
右
歌
の
「
君
か
た
め
猶
万
代
」
と
い
う
（
表

現
は
）、又
捨
て
が
た
い
で
す
の
で
、両
歌
の
祝
意
は
、肩
を
並
べ
て
持
と
す
る
。

三
番

　

左　
　
　
　
　
　
　
　

①権
大
納
言
源
朝
臣
通
忠

②か
す
か
野
の
③草

の
は
つ
か
に
雪
消
て
④緑

も
寒
く
霞
む
比
か
な

　

右イ
勝　

　
　
　
　
　
　

⑤権
大
納
言
藤
原
朝
臣
実
雄

⑥梓
弓
を
し
て
春
こ
そ
き
に
け
ら
し
野
山
を
こ
め
て
霞
た
な
ひ
く

　
　

左
のロ

か
す
か
野
、
め
つ
ら
し
き
所
は
見
え
侍
ら
ぬ
う
へ
に
、

　
　

み
と
り
も
寒
く
か
す
む
比
か
な
と
侍
る
や
、
少
し
心
ゆ
か
ぬ

　
　

や
う
に
侍
ら
ん
、
右
の
野
山
の
かハ

す
み
を
こ
め
て
、
⑦歌

か
ら

　
　

い
さ
ゝ
か
立
増
る
と
申
へ
く
や
、

【
校
異
】

イ　
勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　
の

－

ナ
シ
（
永
）　

ハ　
か
す
み
を
こ
め
て

－

霞

を
し
こ
め
て
（
聚
）（
内
）、
霞
は
を
し
こ
め
て
（
永
）

※
九
州
大
学
支
子
文
庫
本
は
、
大
幅
に
本
文
が
異
な
る
の
で
全
文
を
示
す
。

　

三
番

　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
源
朝
臣
通
忠

　

梓
弓
お
し
て
春
こ
そ
き
に
け
ら
し
野
山
を
こ
め
て
霞
た
な
ひ
く

　
　

右

　

本
に
此
番
の
哥
落
歟

無
之

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ

〈
三
番
〉
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七

〈
右
歌
〉

『
題
林
愚
抄
』
第
一
・
春
部
一
・
九
〇

　
　

宝
治
御
歌
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
雄
卿

梓
弓
お
し
て
春
こ
そ
き
に
け
ら
し
野
山
を
こ
め
て
か
す
み
た
な
び
く

【
語
釈
】

①
権
大
納
言
源
朝
臣
通
忠

－

源
通
光
男
。
母
は
藤
原
範
光
女
。
建
保
四
年

（
一
二
一
六
）生
ま
れ
。
正
二
位
大
納
言
に
至
る
。
建
長
二
年（
一
二
五
〇
）没
。

②
か
す
か
野

－

春
日
野
。
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
公
園
一
帯
の
丘
陵
地

を
さ
す
。「
か
す
が
の
は
ゆ
き
の
み
つ
む
と
み
し
か
ど
も
お
ひ
い
づ
る
も
の
は

わ
か
な
な
り
け
り
」（『
後
拾
遺
和
歌
集
』
第
一
・
春
上
・
三
五
・
和
泉
式
部
）、

「
春
日
野
の
し
た
も
え
わ
た
る
草
の
上
に
つ
れ
な
く
み
ゆ
る
春
の
あ
は
雪
」（『
新

古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・
十
・
源
国
信
）
等
、
春
が
到
来
し
て
も
春

日
野
に
は
未
だ
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
る
と
い
う
例
歌
が
散
見
す
る
。

③
草
の
は
つ
か
に

－「
は
つ
か
に
」
は
、
わ
ず
か
な
程
度
を
指
す
。
通
常
、「
か

す
が
の
の
ゆ
き
ま
を
わ
け
て
お
ひ
い
で
く
る
草
の
は
つ
か
に
見
え
し
き
み
は

も
」（『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
一
・
恋
歌
一
・
四
七
八
・
壬
生
忠
岑
）
の
如
く
、

「
は
つ
か
に
」
が
下
の
動
詞
に
か
か
り
「
ほ
ん
の
少
し
〜
で
あ
る
」
と
な
る
。

当
該
歌
で
は
、「
は
つ
か
に
」
は
蝶
番
の
よ
う
に
、「
草
の
は
つ
か
に
」「
は
つ

か
に
雪
消
て
」
の
両
方
に
掛
か
り
、「
ほ
ん
の
少
し
消
え
た
雪
間
か
ら
僅
か
に

見
え
る
若
草
」
と
い
う
意
を
あ
ら
わ
す
。

④
緑
も
寒
く

－

所
謂
共
感
覚
表
現
。
こ
こ
で
は
視
覚
表
現
「
緑
」
と
触
覚
「
寒
」

が
組
み
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
春
が
到
来
し
春
日
野
は
霞
が
か
っ
て
い
る
の
に
、

雪
間
の
緑
が
、
い
か
に
も
寒
々
し
く
見
え
る
様
を
い
う
。「
ひ
か
ず
ふ
る
雪
げ

に
ま
さ
る
炭
が
ま
の
煙
も
さ
む
し
お
ほ
原
の
里
」（『
新
古
今
和
歌
集
』巻
第
六
・

冬
歌
・
六
九
〇
・
式
子
内
親
王
）、「
あ
け
わ
た
る
雲
ま
の
ほ
し
の
ひ
か
り
ま
で

山
の
は
さ
む
し
み
ね
の
し
ら
ゆ
き
」（『
新
勅
撰
和
歌
集
』
巻
第
六
・
冬
歌
・

四
二
四
・
藤
原
家
隆
）
等
が
そ
の
例
。

⑤
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
実
雄

－

西
園
寺
公
経
男
。
母
は
平
親
宗
女
。
建
保
五
年

（
一
二
一
七
）生
ま
れ
。
後
宇
多
天
皇
・
伏
見
天
皇
の
外
祖
父
。
洞
院
家
の
祖
。

従
一
位
左
大
臣
に
至
る
。
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
没
。

⑥
梓
弓

－

梓
の
木
で
作
っ
た
弓
。『
万
葉
集
』
の
時
代
か
ら
枕
詞
的
に
用
い
ら

れ
た
。
当
該
歌
で
は
、「
梓
弓
お
し
て
は
る
さ
め
け
ふ
ふ
り
ぬ
あ
す
さ
へ
ふ
ら

ば
わ
か
な
つ
み
て
む
」（『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・
二
〇
・
よ
み
人

し
ら
ず
）
の
如
く
、「
梓
弓
お
し
て
」
ま
で
が
「
春
」
の
序
詞
で
、「
お
し
て
」

は
「
お
し
な
べ
て
」（
あ
た
り
一
面
に
）
の
意
で
あ
る
。

⑦
歌
か
ら

－「
時
し
ら
ぬ
雪
に
光
や
さ
え
ぬ
ら
ん
ふ
じ
の
高
根
の
秋
の
よ
の
月
」

（
建
長
三
年
『
影
供
歌
合
』
百
十
四
番
右
・
藤
原
教
定
）
に
対
す
る
判
「
ゆ
き

に
さ
え
た
る
ふ
じ
の
た
か
ね
の
月
、
歌
が
ら
た
け
た
か
く
き
よ
げ
に
み
え
侍
り

し
」
の
如
く
、
歌
全
体
の
品
格
を
指
す
。
な
お
、
歌
合
判
詞
に
お
い
て
は
、「
お

ほ
か
た
歌
が
ら
は
な
だ
ら
か
な
り
」（
元
永
元
年
十
月
二
日
『
内
大
臣
家
歌
合
』

三
番
・
源
俊
頼
判
）
の
如
く
、
声
調
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
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八

【
通
釈
】

三
番

　

左
歌 

権
大
納
言
源
朝
臣
通
忠

　

春
日
野
の
若
草
が
僅
か
に
、
ほ
ん
の
少
し
消
え
た
雪
間
か
ら
み
え
る
、（
そ

の
雪
間
の
）
緑
も
寒
々
し
く
霞
む
頃
で
あ
る
よ
。

　

右
歌　

勝 

権
大
納
言
藤
原
朝
臣
実
雄

　

あ
た
り
一
面
に
春
が
き
た
ら
し
い
。
野
山
を
あ
た
か
も
包
み
込
む
か
の
よ
う

に
霞
が
た
な
び
い
て
い
る
。

〔
判
詞
〕
左
歌
の
「
か
す
か
野
」、
珍
し
い
所
は
見
え
ま
せ
ん
上
に
、「
み
と
り

も
寒
く
か
す
む
比
か
な
」
と
あ
り
ま
す
の
は
、
少
し
納
得
が
ゆ
か
な
い
あ
り
さ

ま
で
し
ょ
う
か
。
右
歌
の
「
野
山
が
霞
を
お
し
包
ん
で
」（
と
あ
る
の
は
）、
歌

の
品
格
が
わ
ず
か
ば
か
り
す
ぐ
れ
て
い
る
と
申
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

〈
四
番
〉

【
校
異
】

イ　
持

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　
藤
原
朝
臣

－

ナ
シ
（
聚
）　

ハ　
日
数

－

霞
（
聚
）

（
内
）（
支
）　

ニ　
左
か
す
み

－

左
の
か
す
み
（
永
）、
左
哥
（
支
）　

ホ　
み

－

ナ
シ
（
書
）　

ヘ　
は

－

ナ
シ
（
書
）（
永
）　

ト　
は

－

も
（
書
）（
永
）

チ　
さ
も

－

き
ゝ
（
支
）　

リ　
傍
題

－

か
た
は
ら
題
（
書
）、
か
た
は
ら
の
題

（
書
）（
永
）　

ヌ　
山
や

－

や
ま
ま
や
（
内
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
定
雅

－

建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
生
ま
れ
。
藤
原
忠
経

男
。母
は
藤
原
宗
行
女
。正
二
位
右
大
臣
に
至
る
。永
仁
二
年（
一
二
九
四
）没
。

②
い
つ
な
れ
て

－「
い
つ
」は「
い
つ
し
か
」の
略
で
、早
く
も
の
意
で
あ
ろ
う
。

「
な
れ
る
」
に
は
、「
衣
服
が
体
に
よ
く
な
じ
む
よ
う
に
な
る
」
の
意
も
あ
り
、

下
句
「
立
」（
裁
）
と
縁
語
的
に
響
き
合
っ
て
い
る
。

③
霞
の
立
か
さ
ぬ
ら
ん

－「
立
」
は
霞
の
縁
語
。「
と
し
を
へ
て
立
ち
か
さ
ぬ
れ

四
番

　

左イ
持 　

　
　
　
　
　
　
　

 

①権
大
納
言
藤ロ

原
朝
臣
定
雅

梓
弓
春
の
み
空
に
②い

つ
な
れ
て
や
か
て
③霞

の
立
か
さ
ぬ
ら
ん

　

右　
　
　

 　
　
　
　
　
　

 

④権
大
納
言
藤
原
朝
臣
公
相

⑤浅
み
と
り
春
の
日ハ

数
も
し
ら
れ
け
り
ま
た
色
薄
き
山
の
霞
に

　
　

左ニ

か
す
み
を
、
春
の
みホ

空
に
い
つ
な
れ
て
と
侍
る
や
、
い
か
に

　
　

そ
見
え
侍
ら
ん
、
春
に
霞
は
た
ち
そ
へ
る
も
の
に
こ
そ

　
　

申
な
ら
ひ
て
侍
れ
はヘ

、
あ
つ
さ
弓
も
春
は
か
り
に
て
、
又
⑥引

　
　

よ
せ
ら
れ
た
る
事
はト

侍
ら
ぬ
に
や
、
右
ま
た
色
う
す
き

　
　

霞
に
て
、
早
春
を
し
れ
る
心
、
さチ

も
や
と
見
え
侍
る
を
、
ふ

　
　

か
き
迄
の
難
に
は
侍
ら
ね
と
、
傍リ

⑦

題
の
山ヌ

や
、
花
よ
り

　
　

さ
き
に
出
き
て
侍
ら
ん
、
か
れ
こ
れ
を
な
す
ら
へ
て
、
持
に
て

　
　

侍
る
へ
き
に
こ
そ
、
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九

ば
み
よ
し
野
の
霞
ぞ
山
の
こ
ろ
も
な
り
け
る
」（『
久
安
百
首
』
春
二
十
首
・
六

〇
五
・
藤
原
親
隆
）、「
日
を
へ
つ
つ
立
ち
や
か
さ
ね
ん
吉
野
山
霞
の
衣
ま
だ
一

重
な
り
」（『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
十
二
番
左
・
山
霞
漸
聳
・
二
一
九
・
藤
原

経
家
）
等
、「
衣
」
と
併
せ
て
用
い
棚
引
く
霞
を
衣
に
見
立
て
る
例
が
み
え
る
。

④
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
公
相

－

貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
年
生
ま
れ
。
西
園
寺

実
氏
二
男
。
従
一
位
太
政
大
臣
に
至
る
。
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
没
。

⑤
浅
み
と
り

－

薄
い
緑
色
。
当
該
歌
で
は
、「
あ
さ
み
ど
り
は
る
を
き
ぬ
と
や

み
よ
し
の
の
や
ま
の
か
す
み
の
お
び
に
み
ゆ
ら
ん
」（『
忠
見
集
』・
七
〇
）
の

如
く
、
枕
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
春
」
に
か
か
る
。
ま
た
、「
あ
は
れ
な

り
我
が
身
の
は
て
や
あ
さ
み
ど
り
つ
ひ
に
は
野
辺
の
霞
と
お
も
へ
ば
」（『
新
古

今
和
歌
集
』
巻
第
八
・
哀
傷
歌
・
七
五
八
・
小
野
小
町
）
の
如
く
、「
浅
み
と
り
」

は
、「
霞
」
に
も
か
か
る
。

⑥
引
よ
せ
ら
れ
た
る
事

－

引
き
合
わ
せ
る
が
原
義
。
こ
こ
で
は
一
首
の
中
で
関

連
す
る
あ
る
語
と
あ
る
語
を
同
時
に
詠
み
込
む
こ
と
。「
袖
の
い
ろ
は
わ
か
む

ら
さ
き
に
あ
ら
な
く
に
こ
こ
ろ
を
そ
む
る
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
」（『
千
五
百
番
歌

合
』
千
百
三
十
五
番
左
・
二
二
六
八
・
藤
原
隆
信
）
に
つ
い
て
、「
左
、
わ
か

む
ら
さ
き
に
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
を
ひ
き
よ
せ
ら
れ
た
る
は
、
た
よ
り
あ
り
て
き

こ
え
は
べ
る
」
と
、『
伊
勢
物
語
』
初
段
を
踏
ま
え
た
二
語
を
詠
み
込
ん
で
い

る
と
の
指
摘
が
み
え
る
。
当
該
歌
で
は
、「
弓
」
と
「
春
」（
張
る
）
が
縁
語
。

⑦
傍
題

－

題
詠
で
、
題
の
中
心
と
な
る
こ
と
を
詠
ま
な
い
で
、
題
に
添
え
た
ほ

か
の
こ
と
を
中
心
に
詠
む
こ
と
。『
竹
園
抄
』
は
、「
月
」
の
傍
題
の
例
歌
「
月

夜
に
は
光
ぞ
ま
さ
る
玉
川
の
卯
花
垣
の
里
を
と
は
ば
や
」
に
つ
い
て
、「
月
を

そ
ば
に
成
て
、
卯
の
花
を
讃
た
る
歌
な
り
」
と
す
る
。

【
通
釈
】

四
番

　

左
歌　

持 

権
大
納
言
藤
原
朝
臣
定
雅

　

春
は
み
空
に
早
く
も
馴
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
て
そ
の
ま
ま
引
き
続
い

て
、今
頃
は
霞
が
（
ま
る
で
衣
の
よ
う
に
）
立
ち
重
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

右
歌 

権
大
納
言
藤
原
朝
臣
公
相

　

春
が
来
て
以
来
の
日
数
の
浅
さ
も
知
ら
れ
る
こ
と
だ
よ
。
山
の
緑
が
ま
だ
薄

く
、
浅
み
ど
り
色
の
霞
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
。

〔
判
詞
〕
左
歌
は
霞
を
、「
春
の
み
空
に
い
つ
な
れ
て
」
と
あ
り
ま
す
の
は
、
さ

あ
い
か
が
と
見
え
る
で
し
ょ
う
。
春
に
霞
は
立
ち
添
う
も
の
と
申
す
習
わ
し
で

あ
り
ま
す
の
で
、「
あ
つ
さ
弓
」
も
「
春
（
張
る
）」
だ
け
の
こ
と
で
、
又
（
他

に
）
引
き
付
け
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
右
歌
の
ま

だ
色
が
薄
い
霞
に
よ
っ
て
、
早
春
を
知
る
心
は
、
そ
う
で
あ
ろ
う
と
見
え
ま
す

が
、重
大
と
い
う
ほ
ど
の
欠
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、傍
題
の
「
山
」
が
、「
花
」

よ
り
先
に
出
て
き
て
い
ま
し
ょ
う
。
あ
れ
こ
れ
を
並
べ
比
べ
て
、
持
で
あ
る
べ

き
で
し
ょ
う
。
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十

【
校
異
】

イ　
勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　
ナ
シ

－

続
拾
遺
、
春
上
（
聚
）　

ハ　
左
近

－

左

近
権
（
永
）、
左
近
衛
（
支
）　

ニ　
あ
ら
玉
の

－

あ
ら
た
ま
る
（
書
）、
あ
ら

玉
のる
イ

（
永
）　

ホ　
左
雪

－

左
の
雪
（
支
）　

ヘ　
左

－

ナ
シ
（
支
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉

『
続
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・
七

　
　
　
　

宝
治
元
年
十
首
歌
合
に
、
早
春
霞 

万
里
小
路
右
大
臣

　
　

い
ま
も
猶
雪
は
ふ
り
つ
つ
朝
が
す
み
た
て
る
や
い
づ
こ
春
は
き
に
け
り

〈
右
歌
〉

『
題
林
愚
抄
』
第
一
・
春
部
一
・
九
一

　
　
　
（
同
（
宝
治
御
歌
合
））

　

 

為
教
朝
臣

　
　

あ
ま
の
戸
の
明
行
く
空
は
霞
み
つ
つ
ま
た
あ
ら
た
ま
る
春
は
き
に
け
り

【
本
歌
】

〈
左
歌
〉

『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・
三
・
よ
み
人
し
ら
ず

　
　
　
　

題
し
ら
ず 

よ
み
人
し
ら
ず

　
　

春
霞
た
て
る
や
い
づ
こ
み
よ
し
の
の
よ
し
の
の
山
に
雪
は
ふ
り
つ
つ

【
参
考
歌
】

〈
左
歌
〉

『
正
治
初
度
百
首
』・
一
四
〇
六
・
藤
原
家
隆

　
　
　
　
（
春
）

　
　

け
ふ
も
猶
雪
は
ふ
り
つ
つ
春
が
す
み
た
て
る
や
い
づ
こ
若
菜
つ
み
て
ん

〈
右
歌
〉

『
遠
島
御
歌
合
』
四
番
右
・
八
・
如
願
法
師

　
　

天
の
戸
の
あ
け
ゆ
く
空
は
う
れ
し
き
を
猶
は
れ
や
ら
ず
立
つ
霞
か
な

【
語
釈
】

①
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
公
基

－

西
園
寺
実
氏
男
。
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
生

ま
れ
。母
は
藤
原
親
雅
女
。正
二
位
右
大
臣
に
至
る
。文
永
十
一
年（
一
二
七
四
）

没
。
主
と
し
て
後
嵯
峨
院
歌
壇
で
活
躍
。

②
た
て
る
や
い
つ
こ

－

霞
は
ど
こ
に
た
っ
て
い
る
の
か
、
の
意
。「
春
霞
た
て

る
や
い
づ
こ
朝
日
か
げ
さ
し
ゆ
く
舟
を
ま
つ
が
う
ら
島
」（『
後
鳥
羽
院
御
集
』・

一
五
一
九
）、「
は
る
が
す
み
た
て
る
や
い
づ
こ
は
る
を
ま
つ
こ
こ
ろ
よ
り
こ
そ

た
ち
は
じ
め
け
れ
」（『
千
五
百
番
歌
合
』
百
一
番
右
・
二
〇
二
・
源
兼
行
）
等

五
番

　

左イ
勝　

　
　
　
　
　
　
　

①権
大
納
言
藤
原
朝
臣
公
基

今ロ

も
猶
雪
は
降
つ
ゝ
朝
霞
②た

て
る
や
い
つ
こ
は
る
は
き
に
け
り

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　

左ハ
③

近
少
将
藤
原
朝
臣
為
教

天
の
戸
の
明
ゆ
く
空
は
霞
つ
ゝ
又
あニ

④

ら
玉
の
春
は
来
に
け
り

　
　

左ホ

雪
は
降
つ
ゝ
朝
霞
た
て
る
や
い
つ
こ
と
侍
る
、
殊
に

　
　

よ
ろ
し
く
侍
る
に
や
、
右
⑤天
の
戸
明
暮
み
な
れ
て
侍
れ
は
、

　
　

尤
以
左ヘ

為
勝
、

〈
五
番
〉
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十
一

の
先
行
例
が
み
え
る
。「
は
る
が
す
み
た
ち
に
し
も
の
を
い
ま
も
な
ほ
よ
し
の

の
や
ま
に
ゆ
き
の
み
ぞ
ふ
る
」（『
躬
恒
集
』・
三
〇
九
）
の
如
く
、
霞
と
雪
は

し
ば
し
ば
組
み
合
わ
さ
れ
る
が
、
当
該
歌
で
は
、
冬
の
景
物
で
あ
る
雪
の
み
が

眼
前
に
あ
り
、
春
の
景
物
で
あ
る
霞
が
確
認
で
き
な
い
状
況
を
詠
む
。

③
左
近
少
将
藤
原
朝
臣
為
教

－

嘉
禄
三
年（
一
二
二
七
）年
生
ま
れ
。
為
家
男
。

母
は
宇
都
宮
蓮
生
女
。
京
極
家
の
祖
。
為
氏
・
源
承
の
同
母
弟
。
非
参
議
従
二

位
に
至
る
。『
河
合
社
歌
合
』
以
下
、
多
く
の
歌
合
に
出
詠
。

④
あ
ら
玉
の

－

枕
詞
。
平
安
時
代
以
後
に
な
る
と
、｢

あ
ら
た
ま
の
年
立
帰
る

朝
よ
り
ま
た
る
る
物
は
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
」（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
・

五
・
素
性
）
の
よ
う
に
、｢

年
」
に
続
き
、「
あ
ら
た
ま
の
」
に
「
改あ
ら
た

ま
る
」

の
意
を
響
か
せ
る
例
が
多
く
見
え
る
。「
あ
ら
た
ま
の
は
る
」
で
は
、
当
該
歌

が
早
い
例
で
、
他
に
「
い
づ
る
日
の
影
も
の
ど
け
き
今
朝
よ
り
や
又
あ
ら
玉
の

春
は
き
ぬ
ら
ん
」（『
嘉
元
百
首
』
立
春
・
二
五
九
九
・
権
大
納
言
局
）、「
行
か

へ
り
又
あ
ら
た
ま
の
は
る
き
ぬ
と
お
も
ふ
に
や
が
て
た
つ
か
す
み
か
な
」（『
伏

見
院
御
集
』・
七
一
一
）
等
が
み
え
る
。
万
葉
時
代
の
「
あ
ら
た
し
」
の
語
感

が
響
い
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

⑤
天
の
戸
明
暮
み
な
れ
て
侍
れ
は

－

春
の
始
め
を
詠
じ
る
際
に
、「
天
の
戸
」

が
頻
繁
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。「
早
春
霞
」
題
に
お
い
て

は
、
四
首
（
一
番
左
・
後
嵯
峨
院
、
五
番
右
・
為
教
、
六
番
左
・
為
経
、
七
番

左
・
通
成
）
確
認
で
き
る
。

【
通
釈
】

五
番

　

左
歌　

勝 

権
大
納
言
藤
原
朝
臣
公
基

　

今
（
こ
の
瞬
間
）
も
ま
だ
（
眼
前
に
は
本
来
冬
の
も
の
で
あ
る
は
ず
の
）
雪

が
降
っ
て
は
降
っ
て
は
し
て
い
て
、（
春
に
な
っ
た
ら
見
え
る
は
ず
の
）
朝
の

霞
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。（
暦
の
上
で
は
）
春
は

も
う
到
来
し
て
い
る
の
に
な
あ
。

　

右
歌 

右
近
少
将
藤
原
朝
臣
為
教

　

明
け
方
の
空
は
（
昨
日
ま
で
と
違
っ
て
）
霞
み
わ
た
り
、
ま
た
新
し
い
春
が

や
っ
て
き
た
こ
と
よ
。

〔
判
詞
〕
左
歌
の
「
雪
は
降
つ
ゝ
朝
霞
た
て
る
や
い
つ
こ
」
と
あ
り
ま
す
の
が
、

（
全
体
的
に
）非
常
に
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
右
歌
の｢

天
の
戸（
の
明
ゆ
く
）」

と
い
う
表
現
は
（
文
字
ど
お
り
）
明
け
暮
れ
見
な
れ
て
お
り
ま
す
の
で
（
珍
し

く
な
く
）、
い
か
に
も
左
歌
を
勝
と
す
る
。

〈
六
番
〉

六
番

　

左イ
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　

①中
納
言
藤
原
朝
臣
為
経

春
た
て
は
天
つロ

岩
戸
の
明
る
よ
り
②神

代
も
先
や
霞
初
け
ん

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③散
位
藤ハ

原
朝
臣
信
実

朝
霞
④風
も
音
せ
ぬ
あ
ら
玉
の
春
は
先
こ
そ
のニ

⑤と
け
さ
を
み
れ
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【
校
異
】

イ　
勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　
つ

－

の
（
聚
）（
永
）（
国
）　

ハ　
藤
原
朝
臣

－

ナ
シ
（
書
）　

ニ　
の
と
け
さ
を
み
れ

－

の
ど
け
き
を
み
れ
（
書
）（
聚
）（
内
）

（
支
）、
の
と
け
きか
り
け
イ

を
み
れ
（
永
）　

ホ　
左

－

左
（
永
）　

ヘ　
侍
る
め
り

－

侍

り
（
支
）　

ト　
た
る

－

た
る
事
そ
（
永
）　

チ　
少
し

－
こ
と
に
す
こ
し
（
書
）

リ　
な
と

－

な
と
も
（
書
）（
永
）

【
他
所
書
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ

〈
右
歌
〉

『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
一
・
春
部
一
・
一
一
九
・
藤
原
信
実

　
　

宝
治
元
年
仙
洞
十
首
歌
合
、
早
春
霞　
　
　
　
　
　
　
　

同

朝
が
す
み
風
も
音
せ
ぬ
あ
ら
玉
の
春
は
松
こ
そ
の
ど
け
き
を
見
れ

【
語
釈
】

①
中
納
言
藤
原
朝
臣
為
経

－

藤
原
資
経
男
。
母
は
藤
原
親
綱
女
。
承
元
四
年

（
一
二
一
〇
）
生
ま
れ
。
弁
官
を
歴
任
し
、
正
二
位
中
納
言
に
至
る
。『
宝
治
百

首
』
等
に
出
詠
。

②
神
代

－

我
が
国
で
神
々
が
国
造
り
を
し
、統
治
し
て
い
た
時
代
。
記
紀
で
は
、

天
地
開
闢
か
ら
神
武
天
皇
の
前
ま
で
を
指
す
。

③
散
位
藤
原
朝
臣
信
実

－

藤
原
隆
信
男
。
母
は
藤
原
長
重
女
。
治
承
元
年

（
一
一
七
七
）
生
ま
れ
。
正
四
位
下
に
至
る
。『
河
合
社
歌
合
』
を
主
催
し
従
弟

の
為
家
を
判
者
と
し
て
迎
え
る
一
方
、
反
御
子
左
派
の
蓮
性
等
と
も
交
渉
が

あ
っ
た
。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
没
。

④
風
も
音
せ
ぬ

－「
い
な
ば
ふ
く
風
も
音
せ
ぬ
我
が
宿
は
秋
た
ち
ぬ
と
も
よ
そ

に
こ
そ
き
け
」（『
林
葉
和
歌
集
』
第
三
・
秋
歌
・
三
五
〇
）、「
中
中
に
風
も
お

と
せ
ぬ
夕
ぐ
れ
の
み
山
の
秋
は
こ
こ
ろ
す
み
け
り
」（『
後
鳥
羽
院
御
集
』・

一
七
二
二
）の
如
く
、風
さ
え
も
音
を
た
て
な
い
と
い
う
意
。
当
該
歌
で
は
、「
を

さ
ま
れ
る
世
の
た
め
し
と
や
か
き
と
め
し
風
も
お
と
せ
ぬ
あ
ら
海
の
波
」（『
正

治
後
度
百
首
』
禁
中
・
二
八
三
・
藤
原
雅
経
）
と
同
じ
く
、
太
平
の
御
代
を
暗

示
し
て
い
る
。

⑤
の
と
け
さ

－

ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
て
い
る
様
。「
吹
く
風
に
よ
そ
の
紅
葉

は
ち
り
く
れ
ど
君
が
と
き
は
の
影
ぞ
の
ど
け
き
」（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
五
・

賀
・
二
八
二
・
小
野
好
古
）、「
君
が
世
の
な
が
ら
の
山
の
か
ひ
あ
り
と
の
ど
け

き
雲
の
ゐ
る
時
ぞ
見
る
」（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
十
・
神
楽
歌
・
五
九
八
・
大

中
臣
能
宣
）
等
と
同
様
、
天
下
太
平
の
意
を
含
む
。

⑥
す
か
た

－

姿
。
こ
こ
で
は
一
首
全
体
の
表
現
様
式
を
指
し
、「
心
」「
詞
」
と

い
っ
た
歌
の
要
素
を
指
す
語
に
対
応
す
る
概
念
。

⑦
優

－

典
雅
で
上
品
な
美
し
さ
。
柔
和
で
し
と
や
か
な
美
し
さ
を
い
う
。
平
安

末
期
以
後
の
多
く
の
歌
合
判
詞
に
用
例
が
見
い
出
せ
、
流
派
を
越
え
た
普
遍
的

な
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

十
二

　
　

左ホ

は
⑥す

か
た
よ
ろ
し
く
、
詞
⑦優

に
侍ヘ

る
め
り
、
右
霞
も
⑧心

　
　

こ
も
り
て
、
⑨ち
か
ら
あ
る
さ
ま
に
侍
る
を
、
あ
ら
玉
の
春
と

　
　

つ
ゝ
け
たト

る
、
少チ

し
お
ほ
つ
か
な
く
侍
る
、
⑩あ
ら
玉
の
夏
冬

　
　

なリ

と
申
侍
る
へ
き
に
や
、
し
は
ら
く
以
左
為
勝
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⑧
心
こ
も
り
て

－

こ
こ
で
の
「
心
」
は
、
表
現
と
し
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
作

家
主
体
の
感
動
や
情
趣
、
情
緒
等
を
指
し
、「
心
こ
も
る
」
で
、
作
歌
主
体
の

情
趣
が
詠
歌
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。為
家
判
の
用
例
と
し
て
は
、

「
と
き
は
な
る
木
葉
隠
は
か
は
ら
ね
ど
月
は
冬
こ
そ
さ
え
ま
さ
り
け
れ
」（『
河

合
社
歌
合
』
六
番
左
・
一
一
・
兵
衛
督
）
に
対
す
る
「
月
は
冬
こ
そ
と
い
へ
る

ふ
る
事
も
、
と
き
は
な
る
と
て
は
、
ま
こ
と
に
木
の
葉
が
く
れ
、
こ
こ
ろ
も
こ

も
り
て
め
づ
ら
し
く
見
え
侍
る
べ
し
」
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑨
ち
か
ら
あ
る
さ
ま

－

為
家
が
『
河
合
社
歌
合
』
で
「
た
が
為
の
あ
ふ
せ
を
よ

は
に
尋
ぬ
ら
ん
河
な
み
千
鳥
立
ち
ゐ
鳴
く
な
り
」（
十
五
番
左
・
二
九
・
祝
部

成
茂
）
を
「
左
、
上
句
ち
か
ら
あ
る
さ
ま
に
侍
る
を
、
末
句
す
こ
し
お
ぼ
つ
か

な
き
や
う
に
や
侍
ら
ん
」
と
判
じ
て
い
る
如
く
、
読
み
手
へ
訴
え
か
け
る
表
現

の
説
得
力
を
意
味
す
る
。

⑩
あ
ら
玉
の
夏
冬

－「
あ
ら
玉
」
は
、
年
や
月
に
か
か
る
枕
詞
。「
あ
ら
た
ま
の

は
る
の
は
じ
め
に
ふ
る
ゆ
き
は
い
つ
し
か
さ
け
る
は
な
か
と
ぞ
見
る
」（『
六
条

修
理
大
夫
集
』・
四
二
）、「
あ
ら
た
ま
の
は
る
を
む
か
ふ
る
年
の
内
に
お
に
こ

も
れ
る
と
や
ら
ふ
こ
ゑ
ご
ゑ
」（『
正
治
後
度
百
首
』
公
事
・
二
九
五
・
藤
原
雅

経
）
等
の
例
が
み
え
る
。

【
通
釈
】

六
番

　

左
歌　

勝 

中
納
言
藤
原
朝
臣
為
経

　

立
春
に
な
る
と
、
天
の
岩
戸
が
開
け
る
よ
う
に
夜
が
明
け
て
、
今
と
同
じ
よ

う
に
神
代
の
昔
も
、
ま
づ
霞
が
立
ち
初
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

七
番

　

左イ
勝　

　
　
　
　
　
　
　

①右
衛
門
督
源ロ

朝
臣
通
成

天
の
戸
のハ

明
る
や
を
そ
き
立
春
の
霞
て
見
ゆ
る
②横

雲
の
空

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　

③右
近ニ

権
中
将
源ホ

朝
臣
雅
光

④ま
き
も
く
の
あ
な
し
の
桧
原
猶
さ
え
て
⑤都

の
空
は
⑥う

す
霞
つ
ゝ

　
　

左
天
の
戸
、
さ
せ
る
難
な
く
侍
る
に
や
、
右
あ
な
し
の
桧

　
　

原ヘ

猶
さ
え
て
と
見
えト

て
はチ

、
都
の
空
の
う
す
霞
は
る
か
に

　
　

へ
た
てリ

ゝ
、
知
か
た
く
や
侍
る
へ
き
、
よ
こ
雲
の
空
、
心

　
　

見
え
わ
か
れ
侍
れ
は
、
左ヌ

な
を
勝
侍
る
へ
し
、十

三

　

右
歌 

散
位
藤
原
朝
臣
信
実

　

朝
霞
が
た
ゆ
た
い
、
風
さ
え
も
音
を
た
て
な
い
新
春
は
何
よ
り
も
ま
づ
ゆ
っ

た
り
と
し
た
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
だ
。

〔
判
詞
〕
左
歌
は
姿
は
よ
く
、
言
葉
は
品
格
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
右
歌
は
「
霞
」

に
も
心
が
こ
も
っ
て
、
表
現
の
持
つ
説
得
力
が
あ
り
ま
す
が
、「
あ
ら
玉
の
春
」

と
続
け
た
の
は
、（
詠
み
方
と
し
て
）
少
し
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。「
あ
ら
玉
の

夏
・
冬
」
等
と
申
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
ひ
と
ま
ず
左
歌
を
勝
と
す
る
。

〈
七
番
〉

【
校
異
】

イ　
勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　
源
朝
臣

－

ナ
シ
（
書
）　

ハ　
の

－

を
（
書
）（
永
）

ニ　
近

－

近
衛
（
支
）　

ホ　
源
朝
臣

－

ナ
シ
（
書
）　

ヘ　
原
猶

－

は
ら
を
猶



宝治元年『院御歌合』注釈 ―「早春霞」題―（位藤・藤川） 28広島大学大学院文学研究科論集　第65巻29

（
永
）（
支
）　

ト　
え

－

ナ
シ
（
書
）　

チ　
は

－

ナ
シ
（
支
）　

リ　
て
ゝ

－

た
り
て
（
書
）（
永
）　

ヌ　
左

－

ナ
シ
（
聚
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉

『
題
林
愚
抄
』
第
一
・
春
部
一
・
九
二

　
　
　
（
同
（
宝
治
御
歌
合
）） 

通
成
卿

　
　

あ
ま
の
戸
の
あ
く
る
や
お
そ
き
立
つ
春
の
霞
み
て
み
ゆ
る
よ
こ
雲
の
そ
ら

〈
右
歌
〉　

ナ
シ

【
語
釈
】

①
右
衛
門
督
源
朝
臣
通
成

－

貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
生
ま
れ
。
源
通
方
男
。

母
は
一
条
能
保
女
。
正
二
位
内
大
臣
に
至
る
。
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
没
。

②
横
雲

－

夜
明
け
方
東
の
空
に
棚
引
く
雲
で
、『
文
選
』「
高
唐
賦
序
」
の
「
朝

雲
暮
雨
」
を
踏
ま
え
て
創
作
さ
れ
た
表
現
。「
霞
た
つ
す
ゑ
の
松
山
ほ
の
ぼ
の

と
波
に
は
な
る
る
横
雲
の
空
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・

三
七
・
藤
原
家
隆
）、「
春
の
夜
の
ゆ
め
の
う
き
橋
と
だ
え
し
て
峰
に
わ
か
る
る

横
雲
の
そ
ら
」（
同
・
三
八
・
藤
原
定
家
）
等
が
早
い
例
で
新
古
今
時
代
に
流

行
。

③
右
近
権
中
将
源
朝
臣
雅
光

－

源
通
光
男
。
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
生
ま
れ

（『
公
卿
補
任
』）。
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
没
。
正
二
位
権
中
納
言
に
至
る
。

勅
撰
集
に
は
入
集
し
て
い
な
い
。
左
歌
作
者
通
成
と
は
従
兄
弟
同
士
。

④
ま
き
も
く
の
あ
な
し
の
桧
原

－「
ま
き
も
く
」
は
、「
ま
き
む
く
」
と
も
。
大

和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
桜
井
市
穴
師
一
帯
の
地
。「
あ
な
し
」
は
、
今

の
桜
井
市
穴
師
。
巻
向
の
中
心
の
地
で
垂
仁
・
景
行
両
天
皇
の
皇
居
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
。「
巻
向
之　

桧
原
丹
立
流　

春
霞　

鬱
之
思
者　

名
積
米
八
方
」（『
万

葉
集
』
巻
第
十
・
春
雑
歌
・
一
八
一
七
）、「
ま
き
も
く
の
ひ
ば
ら
の
霞
立
返
り

か
く
こ
そ
は
見
め
あ
か
ぬ
君
か
な
」（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
十
三
・
恋
三
・

八
一
六
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
等
、「
ま
き
む
（
も
）
く
の
ひ
ば
ら
」
と
詠
む
例

は
散
見
す
る
が
、「
ま
き
も
く
の
あ
な
し
の
桧
原
」
で
は
、『
千
五
百
番
歌
合
』「
ま

き
も
く
の
あ
な
し
の
ひ
ば
ら
は
る
く
れ
ば
か
す
み
を
か
け
て
山
か
づ
ら
せ
り
」

（
十
四
番
右
・
二
八
・
寂
蓮
）
が
早
い
例
。

⑤
都
の
空

－

視
点
人
物
か
ら
み
て
都
の
方
角
の
空
を
指
す
。
当
該
歌
で
は
、「
山

里
は
ま
だ
ふ
る
と
し
の
雪
な
が
ら
都
の
空
は
か
す
み
そ
め
つ
つ
」（『
洞
院
摂
政

家
百
首
』
春
・
霞
五
首
・
九
六
・
但
馬
）
と
同
様
、
山
里
（
余
寒
）
と
京
の
都

（
早
春
の
景
）
と
の
対
比
を
詠
み
込
む
。

⑥
う
す
霞

－

平
安
末
期
か
ら
用
例
が
み
え
、「
あ
さ
と
あ
け
ん
春
の
け
し
き
を

思
ひ
い
づ
る
心
た
が
は
ぬ
う
す
が
す
み
か
な
」（『
公
衡
集
』
春
・
一
）、「
見
わ

た
せ
ば
あ
し
た
の
は
ら
の
う
す
が
す
み
う
す
き
や
は
る
の
は
じ
め
な
る
ら
ん
」

（『
広
言
集
』
春
・
三
）
等
、
春
ま
だ
浅
い
頃
の
景
物
と
し
て
詠
み
込
ま
れ
る
一

方
、「（
海
路
三
月
尽
と
云
ふ
こ
と
を
よ
め
る
）
へ
だ
て
つ
る
や
へ
の
し
ほ
ぢ
の

う
す
霞
き
ゆ
る
や
や
が
て
春
の
暮
れ
ぬ
る
」（『
月
詣
和
歌
集
』巻
第
三
・
三
月
・

二
三
八
・
藤
原
公
衡
）
と
、
晩
春
の
消
え
ゆ
く
霞
の
例
も
み
え
る
。

【
通
釈
】

七
番

　

左
歌　

勝 

右
衛
門
督
源
朝
臣
通
成

十
四
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（
天
の
岩
戸
が
開
け
る
か
の
よ
う
に
）
夜
の
明
け
る
の
が
遅
い
と
ば
か
り
に

立
春
に
（
な
る
や
否
や
）
早
く
も
霞
ん
で
見
え
る
横
雲
の
空
よ
。

　

右
歌 

右
近
衛
権
中
将
源
朝
臣
雅
光

　
（
大
和
の
国
の
）巻
向
の
穴
師
の
桧
原
は
ま
だ
冷
え
冷
え
と
し
て
い
る
。一
方
、

都
の
空
の
方
は
、
う
っ
す
ら
と
霞
み
霞
み
し
て
い
る
こ
と
だ
。

〔
判
詞
〕
左
歌
の
「
天
の
戸
〜
」
は
、（
詠
み
ぶ
り
に
）
こ
れ
と
い
っ
た
難
点
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
右
歌
は
（
眼
前
で
）
穴
師
の
桧
原
が
ま
だ
冷
え
冷
え
と
し

て
い
る
と
見
え
る
の
で
、
都
の
空
の
薄
霞
は
距
離
を
遙
か
に
隔
て
て
お
り
、（
都

の
空
の
様
子
は
）
知
り
が
た
い
で
し
ょ
う
。（
一
方
、左
の
歌
は
下
の
句
の
）「
よ

こ
雲
の
空
〜
」
は
、
言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
そ
れ
と
分
か
り
ま

す
の
で
、
左
歌
が
や
は
り
勝
で
し
ょ
う
。

〈
八
番
〉

八
番

　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　

①兵
部
卿
源イ

朝
臣
有
教

き
の
ふ
ま
て
②雪

気
に
曇
る
天
つ
空
③曙

か
け
て
は
や
霞
ぬ
る

　

右ロ
勝　

　
　
　
　
　
　
　

④弁
内
侍 

⑤天
の
原
雪
気
の
空
の
か
す
ま
す
は
立
け
る
春
も
えハ

や
は
わ
か
ま
し

　
　

両ニ

方
雪ホ

気
の
空
、
いヘ

つ
れ
さ
た
か
に
見
え
わ
か
れ
侍
ら
ぬ
を
、

　
　

右
の
霞ト

は
、
春チ

た
し
か
に
顕
れ
て
、
立
ま
さ
り
侍
る
にリ

や
。

十
五

【
校
異
】

イ　
源
朝
臣

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　
勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ハ　
え
や
は

－

えミ

やイ

は

（
永
）　

ニ　
両
方

－

両
方
の
（
書
）（
永
）　

ホ　
雪
気
の
空

－

雪
け
空
（
内
）

ヘ　
い
つ
れ

－

い
は
れ
（
書
）　

ト　
霞

－

叚
（
支
）　

チ　
春

－

は
る
の
（
聚
）

リ　
に

－

ナ
シ
（
支
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
兵
部
卿
源
朝
臣
有
教

－

建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
年
生
ま
れ
。
従
三
位
源
有

通
男
。
母
は
丹
波
重
長
女
。
非
参
議
従
二
位
に
至
る
。
建
長
六
年（
一
二
五
四
）

没
。『
万
代
和
歌
集
』
等
の
作
者
。

②
雪
気

－

雪
が
降
り
そ
う
な
空
の
気
配
。
雪
交
じ
り
の
空
模
様
。
古
来
「
ゆ
き

げ
」
は
「
雪
消0

」
の
意
で
詠
ま
れ
た
が
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』「
と
や
か
へ
る
し

ら
ふ
の
た
か
の
こ
ゐ
を
な
み
ゆ
き
げ
の
そ
ら
に
あ
は
せ
つ
る
か
な
」（
第
六
・

冬
・
三
九
三
・
藤
原
長
家
）
は
「
雪
気0

」
の
早
い
例
で
あ
る
。

③
曙
か
け
て

－

下
二
段
活
用
「
懸
く
」
が
季
節
や
時
間
を
表
す
語
を
伴
っ
た
用

法
で
、「
み
山
い
で
て
夜
は
に
や
き
つ
る
郭
公
暁
か
け
て
こ
ゑ
の
き
こ
ゆ
る
」

（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
二
・
夏
・
一
〇
一
・
平
兼
盛
）
と
同
様
、「
〜
に
わ
た
っ

て
」
と
い
う
時
間
の
推
移
を
表
す
。「
曙
か
け
て
」
の
先
行
例
と
し
て
は
、「
鶯

の
あ
け
ぼ
の
か
け
て
な
く
な
へ
に
梅
と
竹
と
に
春
風
ぞ
ふ
く
」（『
拾
玉
集
』
第

四
・
四
四
七
四
）
等
が
み
え
る
。

④
弁
内
侍

－

後
深
草
院
弁
内
侍
と
も
。
生
没
年
未
詳
。
藤
原
信
実
女
。
姉
妹
に



宝治元年『院御歌合』注釈 ―「早春霞」題―（位藤・藤川） 30広島大学大学院文学研究科論集　第65巻31

藻
璧
門
院
少
将
、
後
深
草
院
少
将
内
侍
が
い
る
。
東
宮
時
代
か
ら
後
深
草
天
皇

に
仕
え
る
。『
河
合
社
歌
合
』、『
宝
治
百
首
』
等
に
出
詠
。

⑤
天
の
原

－

大
空
を
指
す
。『
万
葉
集
』
に
は
、
神
々
が
統
治
す
る
天
上
の
国

高
天
原
を
指
す
例
も
み
え
る
が
、こ
の
頃
は
空
の
異
称
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

【
通
釈
】

八
番

　

左
歌 

兵
部
卿
源
朝
臣
有
教

　

昨
日
ま
で
雪
模
様
で
曇
っ
て
い
た
空
だ
が
、（
立
春
の
今
日
）
夜
が
ほ
の
ぼ

の
と
明
け
始
め
る
頃
に
な
っ
て
、
早
く
も
霞
ん
だ
こ
と
だ
。

　

右
歌　

勝 

弁
内
侍

　

雪
模
様
の
空
が
も
し
も
霞
ま
な
か
っ
た
ら
、
春
が
来
た
と
い
う
こ
と
も
見
分

け
が
つ
か
な
い
だ
ろ
う
（
実
際
は
霞
ん
で
い
る
の
で
春
が
来
た
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
こ
と
だ
よ
）。

〔
判
詞
〕
両
方
の
雪
模
様
の
空
は
、
ど
ち
ら
（
が
良
い
）
と
も
は
っ
き
り
と
見

分
け
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
右
歌
の
霞
は
、
春
が
そ
こ
に
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ

て
い
て
、
一
段
立
ち
勝
っ
て
お
り
ま
し
ょ
う
か
。

〈
九
番
〉

九
番

　

左イ
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①右
近ロ

権
中
将
藤ハ

原
朝
臣
師
継

②君
か
代
の
始
の
春
の
のニ

と
け
さ
を
空
も
し
り
て
や
霞
立
ら
ん

十
六

【
校
異
】

イ　
勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　
近
権

－

近
衛
権
（
支
）　

ハ　
藤
原
朝
臣

－

ナ
シ

（
書
）　

ニ　
の
と
け
さ

－

の
ど
け
き
（
内
）（
支
）　

ホ　
権

－

衛
権
（
支
）  

ヘ　
源
朝
臣

－

ナ
シ
（
書
）　

ト　
そ

－

に
（
聚
）（
内
）（
支
）　

チ　
の

－

ナ

シ
（
支
）　

リ　
の

－

ナ
シ
（
書
）（
永
）　

ヌ　
出

－

出
し
（
書
）　

ル　
侍
ら

ね
は

－

み
え
侍
ら
ね
ば
（
書
）（
永
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
右
近
権
中
将
藤
原
朝
臣
師
継

－

藤
原
忠
経
男
。
母
は
藤
原
宗
行
女
。
貞
応
元

年
（
一
二
二
二
）
生
ま
れ
。
正
二
位
内
大
臣
に
至
る
。『
宝
治
百
首
』
作
者
。

②
君
か
代

－

あ
な
た
の
寿
命
、
わ
が
君
の
寿
命
。
ま
た
、
治
天
の
君
の
御
代
を

い
う
。
多
く
賀
の
歌
で
用
い
ら
れ
、
御
代
の
恒
久
を
言
祝
ぐ
。

③
右
近
権
中
将
源
朝
臣
雅
忠

－

源
通
光
男
。
母
は
藤
原
範
光
女
。
安
貞
二
年

（
一
二
二
八
）
生
ま
れ
。
正
二
位
大
納
言
に
至
る
。『
と
は
ず
が
た
り
』
作
者
後

深
草
院
二
条
の
父
。
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
没
。

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③右
近
権ホ

中
将
源ヘ

朝
臣
雅
忠

此
ほ
と
は
嵐
も
雪
も
猶
さ
え
て
霞
そト

薄
き
四
方
の
山
の
端

　
　

左
御
代
の
始
のチ

春
のリ

長
閑
き
心
、
捨
か
た
く
侍
る
う
へ
に
、

　
　

右
④此

ほ
と
は
と
い
ひ
出ヌ

た
る
ほ
と
、
こ
ひ
ね
か
ふ
へ
き
姿

　
　

に
侍ル

ら
ね
は
、
是
も
か
ち
は
左
に
侍
る
へ
き
に
や
、
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④
此
ほ
と
は
と
い
ひ
出
た
る
ほ
と
、
こ
ひ
ね
か
ふ
へ
き
姿
に
侍
ら
ね
は

－

初
句

に
「
此
ほ
と
は
」
を
配
置
す
る
先
行
例
は
、「
こ
の
程
は
木
の
は
も
し
ら
ぬ
ま
き

の
や
に
霜
を
へ
だ
て
て
と
ふ
嵐時
雨
イか

な
」（『
壬
二
集
』
巻
下
・
冬
部
・
二
五
六
一
）、

「
こ
の
程
は
を
ら
れ
ぬ
雲
ぞ
か
か
る
ら
ん
た
づ
ね
も
ゆ
か
じ
山
の
さ
く
ら
木
」

（『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
四
・
春
部
四
・
一
〇
六
五
・
藤
原
家
隆
）
等
、
家
隆
の

五
首
の
他
、
慈
円
、
為
家
に
二
首
、
定
家
、
藤
原
基
輔
、
藤
原
光
経
等
に
各
一

首
確
認
で
き
る
。

【
通
釈
】

九
番

　

左
歌　

勝 

右
近
権
中
将
藤
原
朝
臣
師
継

　

治
天
の
君
の
御
代
の
初
め
の
春
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
様
子
を
空
も
分
か
っ
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
、
こ
う
し
て
（
長
閑
に
）
霞
が
棚
引
い
て
い
る
こ
と
だ
。

　

右
歌 
右
近
権
中
将
源
朝
臣
雅
忠

　

こ
の
頃
は
（
も
う
春
に
な
っ
て
も
よ
い
は
ず
な
の
に
）
嵐
も
雪
も
ま
だ
寒
々

し
く
て
、
霞
は
四
方
の
山
の
端
に
薄
く
か
か
っ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

〔
判
詞
〕
左
歌
は
御
代
の
始
ま
り
の
穏
や
か
な
気
分
が
（
よ
く
表
れ
て
お
り
）、

捨
て
が
た
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
上
に
、
右
歌
の
「
此
ほ
と
は
」
と
（
初
句
に
）

詠
み
出
し
て
い
る
あ
た
り
が
、
望
ま
し
い
風
体
で
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
番

も
勝
は
左
歌
で
し
ょ
う
か
。

十
番

　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①沙
弥
蓮
性

春
は
今イ

②と
渡
り
く
ら
し
天
の
原
雲
ゐ
は
る
か
に
今
朝
は
霞
め
るロ

　

右ハ
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　

③下　

野

④さ
ほ
姫
の
霞
の
衣
袖
さ
え
て
た
つ
と
は
み
れ
と
⑤春
そ
す
く
な
き

　
　

左
と
渡
り
く
ら
し
天
の
原
雲
井
は
る
か
に
な
と
、
⑥た

け

　
　

あ
る
さ
ま
に
侍
る
を
、
し
つ
か
に
今
見
侍ニ

れ
は
、
⑦春

は
今
と

　
　

い
ひ
て
、
今
朝
は
か
す
め
るホ

と
侍
け
る
、
今
の
字ヘ

の
心
に
や
か

　
　

よ
ひ
侍
ら
ん
、
右
霞
の
衣
はト

猶チ

そ
す
く
な
き
と
よ
み
は
て 

　
　

た
る
哥リ

、
近ヌ

き
比
お
ほ
く
な
り
て
、
めル

に
た
ち
侍
ら

　
　

ね
と
も
、
覚
束
な
き
事
侍
ら
ね
は
、
右ヲ

勝
にワ

侍
ら
ん
、

十
七

【
校
異
】

イ　
今

－

今
は
（
永
）（
内
）（
支
）　

ロ　
る

－

り
（
永
）（
支
）　

ハ　
勝

－

ナ
シ
（
書
）（
支
）　

ニ　
侍

－

ナ
シ
（
聚
）　

ホ　
る

－

り
（
支
）　

ヘ　
字
の

－

字
は
お
な
し
（
永
）　

ト　
は

－

ナ
シ
（
書
）　

チ　
猶

－

春
に
（
書
）、
な

に
（
永
）　

リ　
歌

－

哥
を
（
支
）　

ヌ　
近
き
比

－

ち
か
ご
ろ
（
書
）（
聚
）（
永
）

（
内
）　

ル　
め
に

－

ナ
シ（
書
）　

ヲ　
右

－

右
の（
永
）　

ワ　
に

－

に
や（
永
）

〈
十
番
〉
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【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉

『
蓮
性
陳
状
』・
一

春
は
今
と
渡
り
く
ら
し
天
の
原
雲
井
遥
に
今
朝
は
か
す
め
る

〈
右
歌
〉

『
題
林
愚
抄
』
第
一
・
春
部
一
・
九
三

　
　
（
同
（
宝
治
御
歌
合
）） 

下
野

さ
ほ
姫
の
か
す
み
の
衣
袖
さ
え
て
た
つ
と
は
す
れ
ど
春
ぞ
す
く
な
き

【
語
釈
】

①
沙
弥
蓮
性

－

藤
原
知
家
。
法
名
蓮
性
。
顕
家
男
。
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）

生
ま
れ
。
正
三
位
に
至
る
も
、
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
病
に
よ
り
出
家
。
正

嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
没
。
定
家
存
命
中
に
は
そ
の
指
導
を
受
け
た
が
、
定
家

没
後
、
為
家
の
歌
壇
支
配
に
不
満
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
光
俊
（
真
観
）
等
と

反
御
子
左
派
を
結
成
。『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
で
は
判
者
を
勤
め
て
い
る
。

②
と
渡
り

－「
川
や
海
の
瀬
を
渡
る
」
意
が
原
義
。
当
該
歌
で
は
、
早
春
の
空

を
海
に
見
立
て
る
。「
天
の
原
」「
と
渡
る
」
の
例
と
し
て
は
、早
く
『
万
葉
集
』

に
「
山
葉　

左
佐
良
榎
壮
子　

天
原　

門
度
光　

見
良
久
之
好
藻
」（
巻
第
六
・

雑
歌
・
九
八
八
・
坂
上
郎
女
）
と
み
え
る
。

③
下
野

－
生
没
年
未
詳
。
建
長
の
頃
ま
で
生
存
か
。
祝
部
允
仲
女
。
兄
弟
に
成

茂
が
い
る
。
源
家
長
室
。『
宝
治
百
首
』
等
に
出
詠
。

④
さ
ほ
姫
の
霞
の
衣

－

春
の
女
神
。
佐
保
は
現
在
の
奈
良
市
北
郊
の
一
帯
。
佐

保
山
が
当
時
の
平
城
京
の
ほ
ぼ
東
北
に
位
置
し
、
東
は
五
行
説
で
四
季
の
春
に

相
当
す
る
の
で
、
春
を
つ
か
さ
ど
る
女
神
と
さ
れ
た
。
秋
の
竜
田
姫
と
対
比
さ

れ
る
。
例
歌
と
し
て
「
さ
ほ
ひ
め
の
色
め
く
春
に
成
り
に
け
り
か
す
み
の
衣
い

く
へ
た
つ
ら
む
」（『
久
安
百
首
』
春
二
十
首
・
五
〇
九
・
藤
原
隆
季
）、「
さ
ほ

姫
の
霞
の
衣
ぬ
き
を
う
す
み
花
の
に
し
き
を
た
ち
や
か
さ
ね
ん
」（『
後
鳥
羽
院

御
集
』・
五
一
三
）
等
が
み
え
る
。

⑤
春
そ
す
く
な
き

－「
い
た
づ
ら
に
す
ぐ
す
月
日
は
お
も
ほ
え
で
花
見
て
く
ら

す
春
ぞ
す
く
な
き
」（『
古
今
和
歌
集
』巻
第
七
・
賀
歌
・
三
五
一
・
藤
原
興
風
）、

「
と
し
つ
き
に
ま
さ
る
と
し
な
し
と
お
も
へ
ば
や
は
る
し
も
つ
ね
に
す
く
な
か

る
ら
ん
」（『
赤
人
集
』・
九
）、「
あ
ら
玉
の
年
に
ま
れ
な
る
人
ま
て
ど
桜
に
か

こ
つ
春
も
す
く
な
し
」（『
拾
遺
愚
草
』
中
・
一
九
六
九
）
の
よ
う
に
、
春
の
日

数
が
少
な
く
感
じ
ら
れ
る
意
の
用
例
が
多
く
、
当
該
歌
の
如
く
「
早
春
の
気
配

が
希
薄
な
様
」
を
意
味
す
る
例
は
少
な
い
。
な
お
、『
為
家
集
』
に
は
、「
沢
水

に
し
づ
え
く
ち
た
る
川
柳
ま
ち
う
る
春
の
色
も
す
く
な
し
」（ 

二
〇
一
一
）
と
、

当
該
歌
と
同
様
な
例
が
み
え
る
。

⑥
た
け
あ
る
さ
ま

－「
た
け
」
は
歌
の
格
調
・
風
格
を
い
う
。
左
歌
で
、
早
春

の
空
を
海
に
見
立
て
そ
の
雲
の
遙
か
先
の
情
景
を
詠
み
込
ん
だ
点
が
崇
高
壮
大

な
様
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

⑦
春
は
今
と
い
ひ
て
、
今
朝
は
か
す
め
る
と
侍
け
る
、
今
の
字
の
心
に
や
か
よ

ひ
侍
ら
ん

－

蓮
性
詠
の
内
、
上
の
句
「
春
は
今0

」
と
「
今0

朝
」
の
時
間
的
意
味

合
い
に
重
な
り
が
あ
る
こ
と
を
難
じ
た
も
の
。
こ
の
為
家
判
を
始
め
、
当
該
歌

合
で
負
け
を
付
さ
れ
た
四
首
の
判
に
対
し
て
、
蓮
性
は
後
日
『
蓮
性
陳
状
』
を

後
嵯
峨
院
に
奏
し
、
激
し
く
反
論
し
て
い
る
。

十
八
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【
通
釈
】

十
番

　

左
歌 

沙
弥
蓮
性

　

春
は
今
、
天
の
門
を
渡
っ
て
く
る
ら
し
い
。
雲
の
あ
た
り
の
遙
か
遠
く
一
面

に
、
今
朝
は
霞
が
立
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

右
歌　

勝 

下
野

　
（
春
の
女
神
で
あ
る
）
佐
保
姫
の
霞
の
衣
は
（
ま
だ
）
袖
が
冴
え
冴
え
と
冷

え
て
い
る
よ
う
に
（
立
春
と
な
り
霞
が
）
立
っ
て
い
る
の
は
見
て
わ
か
る
け
れ

ど
も
、（
春
に
な
っ
て
ま
だ
日
が
浅
い
の
で
、
一
面
に
霞
が
立
つ
こ
と
も
な
く
、）

春
（
ら
し
さ
）
が
少
な
い
こ
と
だ
よ
。

〔
判
詞
〕
左
歌
は
「
と
渡
り
く
ら
し
天
の
原
雲
井
は
る
か
に
」
な
ど
、
格
調
あ

る
風
体
で
あ
り
ま
す
が
、
落
ち
着
い
て
今
見
て
み
ま
す
と
、「
春
は
今
」
と
言
っ

て
、
一
方
「
今
朝
は
か
す
め
る
」
と
あ
り
ま
す
の
が
、「
今
」
と
い
う
字
の
心

に
重
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
右
歌
は
「
霞
の
衣
は
ま
だ
少
な
い
」
と
詠
み

終
わ
っ
て
い
る
歌
で
、（
こ
の
よ
う
な
歌
は
）
近
頃
多
く
な
っ
て
い
て
、
目
立

ち
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
は
っ
き
り
し
な
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
右
歌
の
勝

で
し
ょ
う
。

十
一
番

　

左イ
持　

　
　
　
　
　
　
　

①左
近
権ロ

中
将
藤ハ

原
朝
臣
為
氏

あ
ら
玉
の
②年

を
隔
て
③ゝ朝

霞
い
つ
し
か
春
も
た
ち
に
け
る
か
な

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　

④少
将
内
侍

⑤久
堅
の
天
つ
み
空
の
朝
霞
立
こ
そ
わ
た
れ
春
や
き
ぬ
覧

　
　

両
方
の
朝
霞
、
あ
ら
玉
の
と
し
を
へニ

た
て
久
か
た
の

　
　

そ
ら
に
た
て
る
ほ
と
、
い
く
程
の
浅
深
見
え
わ
き
侍
ら
し
、

十
九

【
校
異
】

イ　
持

－

ナ
シ（
書
）　

ロ　
権

－

衛
権（
支
）　

ハ　
藤
原
朝
臣

－

ナ
シ（
書
）、

朝
臣
ナ
シ
（
聚
）（
内
）（
支
）　

ニ　
へ
た
て

－

へ
た
て
ゝ
（
聚
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉

『
題
林
愚
抄
』
第
一
・
春
部
一
・
九
四

　
　
　
（
同
（
宝
治
御
歌
合
）） 

為
氏
朝
臣

あ
ら
玉
の
と
し
を
へ
だ
て
て
朝
が
す
み
い
つ
し
か
は
る
も
立
ち
に
け
る
か
な

〈
右
歌
〉　

『
題
林
愚
抄
』
第
一
・
春
部
一
・
九
五

　
　
　
（
同
（
宝
治
御
歌
合
）） 

少
将
内
侍

久
か
た
の
あ
ま
つ
み
空
の
朝
が
す
み
立
ち
こ
そ
わ
た
れ
は
る
や
き
ぬ
ら
ん

〈
十
一
番
〉
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『
閑
窓
撰
歌
合
』
二
十
六
番
左
・
五
〇

　

廿
六
番　

左 

少
将
内
侍

久
か
た
の
天
つ
み
空
の
朝
霞
た
ち
こ
そ
わ
た
れ
春
や
き
ぬ
ら
ん

　
　

右 

前
摂
政
家
民
部
卿

き
て
み
ず
と
人
も
う
ら
み
じ
い
づ
く
に
も
か
く
こ
そ
花
は
さ
か
り
な
る
ら
め

【
語
釈
】

①
左
近
権
中
将
藤
原
朝
臣
為
氏

－

貞
応
元
年（
一
二
二
二
）生
ま
れ
。
為
家
男
。

母
は
宇
都
宮
頼
綱
女
。
二
条
家
祖
。
正
二
位
権
大
納
言
に
至
る
。
弘
安
九
年

（
一
二
八
六
）
年
没
。『
河
合
社
歌
合
』
を
始
め
、
多
く
の
歌
合
に
出
詠
。
建
治

二
年
（
一
二
七
六
）、亀
山
上
皇
か
ら
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
撰
進
の
院
宣
を
受
け
、

弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
に
奏
覧
。

②
年
を
隔
て
ゝ

－

霞
を
冬
と
春
と
の
目
に
見
え
る
仕
切
と
し
て
見
立
て
る
。
こ

の
よ
う
な
例
は
、「
こ
ぞ
の
ふ
ゆ
こ
と
し
の
は
る
の
し
る
し
に
は
や
ま
の
か
す

み
ぞ
た
ち
へ
だ
て
け
る
」（『
輔
親
集
』・
二
）、「
立
ち
か
は
る
春
を
し
れ
と
も

み
せ
が
ほ
に
年
を
へ
だ
つ
る
霞
な
り
け
り
」（『
御
裳
濯
河
歌
合
』
十
一
番
左
・

二
一
）
等
、
散
見
す
る
。

③
朝
霞

－

朝
立
つ
霞
。
勅
撰
集
に
お
け
る
「
朝
霞
」
の
初
例
は
、「
あ
さ
が
す

み
ふ
か
く
見
ゆ
る
や
煙
た
つ
む
ろ
の
や
し
ま
の
渡
な
る
ら
む
」（『
新
古
今
和
歌

集
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・
三
四
・
藤
原
清
輔
）
で
、
二
十
一
代
集
全
体
で
も

十
五
例
と
多
く
は
な
い
。
当
該
歌
の
如
く
、
春
の
端
緒
と
し
て
の
「
朝
霞
」
の

早
い
例
と
し
て
、「
か
づ
ら
き
や
た
か
ま
の
山
の
あ
さ
が
す
み
春
と
と
も
に
も

立
ち
に
け
る
か
な
」（
承
暦
二
年
『
内
裏
後
番
歌
合
』
二
番
右
・
四
）
が
み
え
る
。

④
少
将
内
侍

－
後
深
草
院
少
将
内
侍
。
生
年
未
詳
。
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）

頃
ま
で
生
存
か
。
藤
原
信
実
女
。
姉
に
藻
璧
門
院
少
将
・
弁
内
侍
が
い
る
。

⑤
久
堅
の
天
つ
み
空

－「
久
堅
の
」
は
、
天
、
雨
、
空
、
雲
、
日
、
光
等
に
か

か
る
枕
詞
。「
久
方
」
と
も
。「
久
堅
之　

天
水
虚
尓　

照
日
之　

将
失
日
社　

吾
恋
止
目
」（『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
・
寄
レ

物
陳
レ

思
・
三
〇
一
八
）、「
久
か
た

の
天
つ
み
そ
ら
に
雲
ま
け
ば
月
の
光
ぞ
庭
に
敷
き
け
る
」（『
林
葉
和
歌
集
』
第

三
・
秋
歌
・
四
四
五
）
等
が
例
歌
。

【
通
釈
】

十
一
番

　

左
歌　

持 

左
近
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
為
氏

　
（
新
旧
の
）
年
（
の
間
）
を
分
け
隔
て
い
る
（
か
の
よ
う
に
、
今
眼
の
前
に

み
え
る
）朝
霞
、（
そ
の
朝
霞
を
み
て
い
て
は
た
と
気
付
い
た
の
だ
が
、霞
が
立
っ

た
よ
う
に
）
早
く
も
立
春
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
な
あ
。

　

右
歌 

少
将
内
侍

　

空
に
朝
霞
が
一
面
に
立
ち
渡
っ
た
こ
と
だ
。（
こ
の
ぶ
ん
で
は
）
春
は
す
で

に
到
来
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
よ
。

〔
判
詞
〕
両
方
の
朝
霞
が
、（
一
方
は
）「
新
旧
の
年
を
分
け
隔
て
」（
も
う
一
方

は
）「
空
に
立
っ
て
い
る
」
と
こ
ろ
は
、（
両
首
と
も
、
発
想
の
斬
新
さ
は
）
そ

れ
ほ
ど
の
深
浅
（
が
あ
る
と
も
）
分
別
で
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
。

二
十
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十
二
番

　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①左
京
権
大
夫
藤イ

原
朝
臣
経
朝

②横
雲
の
霞
に
ま
か
ふ
③山

か
つ
ら
暁
か
け
て
春
は
来
に
け
り

　

右ロ
勝　

　
　

 　
　
　

 　
　
　

④沙
弥
禅
信

春
来
ぬ
と
⑤思

ひ
も
あ
へ
す
久
堅
の
天
つ
み
空
に
立
か
す
み
か
な

　
　

左
歌
は
、
⑥年

のハ

明
ゆ
く
山
か
つ
ら
霞
を
か
け
て
春
は

　
　

き
に
け
り
と
て
、
近
き
世
に
見
侍
し
に
や
、
か
す
み
に

　
　

ま
か
ふ
と
て
はニ

、
い
よ
〳
〵
み
所
な
く
侍ホ

る
に
や
と
、
右
のヘ

哥

　
　

殊
な
る
と
か
な
く
侍
れ
は
、
尤
勝
侍
る
へ
し
、

②
横
雲
の
霞

－

「
春
は
な
ほ
あ
け
ゆ
く
空
ぞ
明
け
や
ら
ぬ
霞
か
か
れ
る
よ
こ
雲

の
山
」（『
正
治
後
度
百
首
』
霞
・
二
〇
二
・
藤
原
雅
経
）
と
同
様
、
夜
明
け
方

東
の
空
に
棚
引
く
雲
が
霞
が
か
っ
て
い
る
様
を
い
う
。「
横
雲
の
霞
」
は
そ
の

短
縮
形
。「
よ
こ
雲
の
か
す
み
た
な
び
く
木
ず
ゑ
よ
り
花
に
な
り
行
く
明
ぼ
の

の
空
」（
正
治
二
年
『
石
清
水
若
宮
歌
合
』
十
四
番
左
・
源
顕
兼
・
二
七
）
等

が
そ
の
例
。

③
山
か
つ
ら

－

暁
に
山
の
端
に
か
か
る
雲
を
髪
飾
り
の
鬘
に
見
立
て
た
表
現
。

「
山
か
づ
ら
明
行
く
雲
に
ほ
と
と
ぎ
す
い
づ
る
初
音
も
峰
わ
か
る
な
り
」（『
拾

遺
愚
草
』
上
・
一
四
一
八
）
が
一
例
。

④
沙
弥
禅
信

－

源
俊
平
。
生
没
年
未
詳
。
泰
光
男
。
従
五
位
下
侍
従
に
至
る
。

『
宝
治
百
首
』
等
に
出
詠
。
主
に
後
嵯
峨
院
歌
壇
で
活
躍
し
た
。

⑤
思
ひ
も
あ
へ
す

－

お
も
い
も
よ
ら
な
い
の
意
。「
桜
花
ま
つ
と
を
し
む
と
す

る
程
に
思
ひ
も
あ
へ
ず
過
ぐ
る
春
か
な
」（『
長
秋
詠
藻
』
上
・
一
七
）、「
桜
花

思
ひ
も
あ
へ
ず
こ
の
も
と
に
ち
り
つ
も
る
と
も
い
か
で
こ
そ
み
め
」（『
和
泉
式

部
続
集
』・
五
三
〇
）
等
が
そ
の
例
。

⑥
年
の
明
ゆ
く
山
か
つ
ら
霞
を
か
け
て
春
は
き
に
け
り
と
て
、
近
き
世
に
見
侍

し
に
や

－

順
徳
院
の
家
集
『
紫
禁
和
歌
集
』
七
三
〇
に
「
同
比
、二
百
首
和
歌
」

と
し
て
「
あ
ら
玉
の
年
の
明
行
く
山
か
づ
ら
霞
を
か
け
て
春
は
き
に
け
り
」
と

み
え
る
。『
紫
禁
和
歌
集
』
は
、
年
次
を
追
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
七
三
〇
歌
以
前
の
詞
書
「
建
保
四
年
正
月
十
九
日
、
松
迎
春

新
」（
七
一
五
）、「
三
月
十
五
日
比
、
内
内
進
北
野
宮
之
詩
歌
合
」（
七
二
一
）

か
ら
、
七
三
〇
歌
の
詠
作
年
次
は
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
頃
か
。

二
十
一

【
校
異
】

イ　
藤
原
朝
臣

－

ナ
シ
（
書
）、
朝
臣
ナ
シ
（
支
）　

ロ　
勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ハ　
の

－

を
（
書
）　

ニ　
は

－
ナ
シ
（
書
）（
聚
）（
永
）（
内
）（
支
）　

ホ　
侍
る
に
や
と

－

侍
る
に
や
（
聚
）（
永
）、
や
侍
る
べ
き
（
書
）　

ヘ　
の

－

ナ
シ
（
書
）（
聚
）（
永
）（
内
）（
支
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
左
京
権
大
夫
藤
原
朝
臣
経
朝

－

建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
生
ま
れ
。
世
尊
寺

行
能
猶
子
。実
父
は
藤
原
頼
資
。正
三
位
に
至
る
。建
治
二
年（
一
二
七
六
）没
。

世
尊
寺
流
の
能
書
。『
宝
治
百
首
』
の
作
者
。

〈
十
二
番
〉
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い
さ
ゝ
か
お
も
ひ
わ
く
へ
き
に
や
と
見
え
侍
れ
と
、
立

　
　

春
の
題
に
、
早
春
のヘ

こ
ゝ
ろ
よ
め
ら
ん
よ
り
は
、
こ
と
た

　
　

か
ひ
侍
ら
し
と
み
ゆ
る
し
侍
る
に
、
是
さ
へ
霞
の

　
　

衣
に
ひ
か
れ
て
、
た
つ
と
を
き
て
侍
る
、
尤
負
侍
る
へ
し
、

二
十
二

【
通
釈
】

十
二
番

　

左
歌 

左
京
権
大
夫
藤
原
朝
臣
経
朝

　

横
雲
が
山
に
（
鬘
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
）
霞
と
見
分
け
が
た
く
な
っ
て
い

る
。
夜
明
け
方
に
か
け
て
春
は
き
た
の
だ
な
ぁ
。

　

右
歌　

勝 

沙
弥
禅
信

　

春
が
来
た
と
思
っ
て
も
い
な
い
う
ち
に
、
空
に
霞
が
立
っ
て
い
る
こ
と
よ
。

〔
判
詞
〕
左
歌
は
、「
年
の
明
ゆ
く
山
か
つ
ら
霞
を
か
け
て
春
は
き
に
け
り
」
と

い
っ
て
、
近
い
折
に
見
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。「
か
す
み
に
ま
か
ふ
」
と
い
っ

て
は
、
ま
す
ま
す
見
る
に
値
す
る
所
が
な
い
で
し
ょ
う
と
（
存
じ
ま
す
）。
右

歌
は
格
別
な
欠
点
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
い
か
に
も
勝
で
す
。

〈
十
三
番
〉

十
三
番

　

左イ
勝　

　
　
　
　
　
　
　

①嘉
陽
門
院
越
前

②明
渡
る
峯
の
霞
を
出
る
③日

の
影
も
曇
ら
ぬ
千
世
の
初
春

　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　

④前
権
大
納
言
藤ロ

原
朝
臣
為
家

い
つ
の
ま
に
霞
の
衣
⑤打

きハ

ら
し
雪
降
空
も
春
は
た
つ
ら
ん

　
　

左
か
す
み
を
出
る
日
影
も
曇
ら
ぬ
千
世
の
初
春
、
祝

　
　

言
こニ

と
に
よ
ろ
し
く
侍
れ
は
、
か
す
み
の
衣
、
か
け
て
も
な

　
　

ら
ひ
か
た
く
こ
そ
見
え
侍
れ
、
おホ

ほ
よ
そ
立
春
早
春
は
、 

【
校
異
】

イ　
勝―

ナ
シ
（
書
）　

ロ　
藤
原
朝
臣―

ナ
シ
（
書
）、
朝
臣
ナ
シ
（
支
）

ハ　
き
ら
し

－

消
え
し
（
書
）　

ニ　
こ
と
に

－

ま
こ
と
に
（
聚
）、
も
こ
と
に

（
永
）、
の
こ
と
に
（
支
）　

ホ　
お
ほ
よ
そ
立
春
早
春
は
、
い
さ
ゝ
か
お
も
ひ

わ
く
へ
き
に
や
と
見
え
侍
れ
と

－

ナ
シ（
支
）　

へ　
の

－

ナ
シ（
聚
）（
永
）（
内
）

（
支
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ

〈
右
歌
〉

『
題
林
愚
抄
』
第
一
・
春
部
一
・
八
七

　
　

同
（
続
後
撰
）

 

為
家　
　
　
　
　

い
つ
の
ま
に
霞
の
衣
う
ち
き
ら
し
雪
ふ
る
空
も
は
る
は
立
つ
ら
ん

【
語
釈
】

①
嘉
陽
門
院
越
前

－

大
中
臣
公
親
女
。
生
没
年
未
詳
。
後
鳥
羽
院
の
生
母
七
条

院
殖
子
や
、
後
鳥
羽
院
皇
女
嘉
陽
門
院
礼
子
に
女
房
と
し
て
仕
え
た
。

②
明
渡
る

－

あ
た
り
が
一
帯
に
明
る
く
な
る
意
で
、雲
・
霞
・
霧
等
が
晴
れ
る
、

又
、
夜
が
明
け
は
な
れ
る
の
に
も
い
う
。「
と
も
し
す
る
ほ
ぐ
し
の
松
も
き
え
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な
く
に
と
山
の
雲
の
あ
け
わ
た
る
ら
ん
」（『
千
載
和
歌
集
』
巻
第
三
・
夏
歌
・

一
九
七
・
源
行
宗
）
等
の
例
歌
が
み
え
る
。

③
日
の
影

－

日
の
光
が
原
義
。「
千
世
」「
御
代
」
等
の
語
と
結
び
つ
い
て
、
御

代
の
恒
久
を
暗
示
す
る
。「
千
世
ふ
べ
き
春
の
日
影
は
神
山
の
み
ね
よ
り
い
づ

る
め
ぐ
み
と
ぞ
み
る
」（『
月
詣
和
歌
集
』
巻
第
一
・
四
九
・
源
通
親
）、「
小
松

原
春
の
日
影
に
ひ
き
つ
れ
て
千
世
の
け
し
き
を
空
に
み
る
か
な
」（『
拾
遺
愚
草
』

中
・
一
八
八
〇
）
等
が
そ
の
例
。

④
前
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
為
家

－

定
家
男
。
建
久
九
年（
一
一
九
八
）生
ま
れ
。

母
は
西
園
寺
公
経
の
姉
内
大
臣
藤
原
実
宗
女
。公
経
猶
子
。権
大
納
言
に
至
る
。

若
年
は
蹴
鞠
に
熱
中
す
る
が
、
承
久
の
乱
以
後
、
本
格
的
に
和
歌
を
学
び
、
父

の
死
後
歌
壇
の
指
導
的
地
位
に
就
き
、『
続
後
撰
和
歌
集
』、『
続
古
今
和
歌
集
』

の
撰
者
と
な
る
。
家
集
に
『
為
家
集
』、
歌
論
に
『
詠
歌
一
体
』
等
が
あ
る
。

建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
没
。

⑤
打
き
ら
し

－

雪
が
空
一
面
を
曇
ら
せ
る
意
。「
う
ち
き
ら
し
雪
は
ふ
り
つ
つ

し
か
す
が
に
わ
が
家
の
そ
の
に
鶯
ぞ
な
く
」（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
・

一
一
・
大
伴
家
持
）
の
如
く
、「
打
き
ら
し
」
は
「
雪
」
に
か
か
る
。「
霞
の
衣

打
き
ら
し
」
と
続
く
文
脈
で
は
「
衣
裳
を
う
ち
着
る
」
の
意
も
響
き
合
う
。

【
通
釈
】

十
三
番

　

左
歌　

勝 

嘉
陽
門
院
越
前

　

夜
明
け
が
た
、
峯
を
覆
っ
て
い
る
霞
が
晴
れ
渡
り
、
そ
こ
か
ら
射
し
出
る
日

の
光
は
一
点
の
陰
り
も
な
く
輝
い
て
お
り
、（
こ
の
光
の
よ
う
に
帝
の
威
光
も

曇
る
こ
と
な
く
）永
遠
に
続
く
と
思
わ
れ
る
、め
で
た
い
初
春
で
あ
る
こ
と
よ
。

　

右
歌 

前
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
為
家

　

い
つ
の
ま
に
（
春
は
）
霞
の
衣
を
着
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
面
に
雪
が
降
っ

て
い
る
空
で
は
あ
っ
て
も
、
も
う
春
に
は
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

〔
判
詞
〕
左
歌
の
「
か
す
み
を
出
る
日
影
も
曇
ら
ぬ
千
世
の
初
春
」
は
、（
御
代

を
言
祝
ぐ
）
祝
言
（
の
詠
み
ぶ
り
）
が
特
に
結
構
で
す
の
で
、「
か
す
み
の
衣
」

（
と
い
う
私
の
歌
は
）、
ま
っ
た
く
か
な
わ
な
い
も
の
と
見
え
ま
す
。
そ
も
そ
も

立
春
と
早
春
は
、
少
し
気
を
つ
け
て
お
く
べ
き
よ
う
に
見
え
ま
す
け
れ
ど
も
、

立
春
の
題
に
、
早
春
の
風
情
を
詠
む
と
か
い
う
よ
り
は
、（
今
回
の
よ
う
に
早

春
題
に
立
春
を
詠
む
方
が
）
矛
盾
が
な
い
も
の
と
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
が
、加
え
て
霞
の
衣
か
ら
の
縁
語
で
、「（
春
が
）
た
つ
」
と
置
い
た
の
で
す
。

い
か
に
も
負
で
す
。

〔
主
要
参
考
文
献
〕

（
単
行
本
）
萩
谷
朴
氏
『
平
安
朝
歌
合
概
説
』《
昭
44　

山
之
内
印
刷
》、
安
井

久
善
氏
『
宝
治
二
年
院
百
首
と
そ
の
研
究
』（
昭
46　

笠
間
書
院
）、
福
田
秀
一

氏
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』《
昭
47　

角
川
書
店
》、
岩
佐
美
代
子
氏
校
注
・
訳

『
弁
内
侍
日
記
』《『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
48　

中
世
日
記
紀
行
集
』（
平
６ 

小
学
館
）
所
収
》、
萩
谷
朴
氏
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』〔
増
補
新
訂
〕《
平
７　

同
朋
舎
出
版
》、
岩
佐
美
代
子
氏
『
宮
廷
女
流
文
学
読
解
考 

中
世
編
』《
笠
間

書
院　

平
11
》、
佐
藤
恒
雄
氏
「
藤
原
為
家
全
歌
集
」《
平
14
風
間
書
房
》。

（
論
文
）
杉
本
邦
子
氏
「
後
深
草
院
少
将
内
侍
」《『
学
苑
』
218　

昭
33
・
５
）、

二
十
三
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二
十
四

金
子
磁
氏
「
藤
原
為
氏
の
生
涯
」《『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
31　

昭
49
・
３
》、

佐
藤
恒
雄
氏
「
後
嵯
峨
院
の
時
代
と
そ
の
歌
壇
」《『
国
語
と
国
文
学
』
54
・
５ 

昭
52
・
５
》、
武
田
元
治
氏
「「
存
直
体
」
と
「
花
麗
体
」」《『
解
釈
』
31
・
７ 

昭
60
・
７
》、
荒
木
尚
氏
「「
百
三
十
番
歌
合
」
考
」《『
国
語
国
文
学
研
究
』
21 

昭
61
・
２
》、池
尾
和
也
氏
「「
後
嵯
峨
院
時
代
歌
壇
史
略
年
表
（
中
期
）」
礎
稿
」

《『
皇
學
館
論
叢
』
26
・
６　

平
５
・
12
》、
佐
藤
恒
雄
氏
「
後
嵯
峨
院
仙
洞
十

首
歌
合
の
諸
本
」《『
香
川
大
学
国
文
研
究
』
26　

平
13
・
９
》、
田
渕
句
美
子

氏
「
御
製
と
「
女
房
」」《『
日
本
文
学
』
51
・
６　

平
14
・
６
》、
山
崎
桂
子
氏

「
承
明
門
院
小
宰
相
の
生
涯
と
和
歌
」《『
国
語
国
文
』
72
・
６　

平
15
・
６
》。
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Explanatory Notes of IN NO ON UTAAWASE in 1247
 ─ Twentysix Poems under the Title of SOHSYUN NO KASUMI─

Kunio ITOH and Yoshikazu FUJIKAWA

　　 ‘Hohji-gannen Inno On-utaawase’  was a poetical event which was held in 1247  

by the retired emperor GOSAGA.　A total of twentysix poets participated in the event 

and under ten poetical titles including ‘SOHSYUN  NO KASUMI-early spring haze’ two 

hundred sixty poems were made.　These poems were combined as a couple and were 

judged a victory or defeat by FUJIWARA  TAMEIE. In this article we tried to appreciate 

twentysix poets, 13 sets, having ‘SOHSYUN NO KASUMI’ title.

二
十
五


